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1 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
宮
古
島
の
士
族
「
忠
導
氏
仲
宗
根
家
」
の
家
譜
叙
述
　
—
 「
八
重
山
征
伐
」
を
め
ぐ
る
悲
劇
譚
と
「
征
服
」
譚 —
島
　
村
　
幸
　
一
は
じ
め
に
琉
球
に
お
け
る
地
方
の
歴
史
叙
述
と
中
央
の
歴
史
叙
述
と
の
間
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ず
れ
が
存
在
す
る
。
そ
の
一
端
に
つ
い
て
、
か
つ
て
拙
論
「『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
（
一
七
二
七
）
に
記
さ
れ
た
ア
ヤ
グ
―
「
地
方
旧
記
」
の
歌
謡
世
界
―
」
を
記
し
た
。
拙
論
で
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
記
さ
れ
て
い
る
史
歌
ア
ヤ
グ
と
、
宮
古
島
の
士
族
、
忠
導
氏
仲
宗
根
家
の
家
譜
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』（
一
七
五
七
年
。
以
下
『
忠
導
氏
家
譜
』）
の
叙
述
に
焦
点
を
あ
て
て
、「
八
重
山
征
伐
」
を
記
す
正
史
『
球
陽
』（
一
七
四
五
年
）
の
叙
述
と
の
ず
れ
を
考
察
し
た（１）。
論
文
で
は
、
宮
古
島
に
あ
っ
て
は
地
域
の
「
歴
史
」
は
散
文
（
文
字
資
料
）
以
前
に
歌
謡
世
界
に
よ
る
「
歴
史
」（
史
歌
で
謡
わ
れ
る
歴
史
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
地
域
の
「
歴
史
」
を
記
し
た
2宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
「
地
方
旧
記
」
や
地
方
の
士
族
の
家
譜
叙
述
と
繋
が
り
、
中
央
の
「
歴
史
」
で
あ
る
正
史
の
叙
述
と
整
合
し
て
い
な
い
問
題
を
論
じ
た
。
本
稿
は
そ
の
続
篇
的
な
論
考
で
、
再
び
忠
導
氏
の
家
譜
叙
述
に
焦
点
を
あ
て
て
、「
八
重
山
征
伐
」
に
か
か
わ
る
忠
導
氏
の
家
譜
叙
述
と
『
球
陽
』
の
叙
述
と
の
ず
れ
を
、
神
女
の
悲
劇
譚
の
類
型
に
あ
る
マ
ブ
ナ
リ
説
話
や
『
忠
導
氏
家
譜
』
に
記
さ
れ
る
「
鬼
虎
退
治
」
の
記
事
に
言
及
し
な
が
ら
論
ず
る
。
「
八
重
山
征
伐
」
に
か
か
わ
る
正
史
と
忠
導
氏
の
家
譜
叙
述
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
ず
れ
て
い
る
の
か
。
『
球
陽
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
家
譜
に
記
事
が
な
い
マ
ブ
ナ
リ
説
話
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
。
逆
に
『
球
陽
』
に
記
事
が
な
い
が
、
家
譜
に
載
る
「
鬼
虎
退
治
」
の
記
事
の
意
味
す
る
問
題
は
、
な
に
か
。
そ
れ
ら
を
考
察
し
て
、
地
方
の
歴
史
叙
述
と
中
央
の
歴
史
叙
述
の
ず
れ
を
、
あ
る
い
は
家
譜
と
家
譜
の
外
縁
に
叙
述
さ
れ
る
物
語
の
問
題
を
考
え
て
い
く
。
正
史
の
「
八
重
山
征
伐
」
記
事
は
じ
め
に
、
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』（
一
七
○
一
年
）
と
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』（
一
七
二
五
年
）
の
「
八
重
山
征
服
」
に
か
か
わ
る
叙
述
の
初
め
と
末
尾
の
箇
所
を
以
下
に
引
く（２）。
3 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
蔡
鐸
本
琉
球
国
管
轄
之
嶋
。
名
曰
二
宮
古
一
。
次
曰
二
八
重
山
一
。
毎
歳
納
貢
。
当
レ
此
二
三
年
間
。
八
重
山
嶋
変
心
謀
叛
。
将
レ
攻
二
大
宮
古
一
。
此
事
伝
聞
于
二
首
里
　
国
王
一
。
急
命
二
大
里
親
雲
上
等
九
員
一
。
為
レ
将
。
撥
二
軍
船
大
小
四
十
六
艘
一
。
弘
治
十
三
年
庚
申
二
月
二
日
。
那
覇
開
船
。（
途
中
省
略
）
終
官
軍
得
レ
勝
。
奏
レ
凱
而
帰
。
蔡
温
本
（
弘
治
）
十
三
年
庚
申
。
王
発
レ
兵
。
征
二
八
重
山
一
。
先
レ
是
。
宮
古
島
・
八
重
山
。
自
二
洪
武
年
間
一
以
来
。
毎
歳
入
貢
往
来
不
レ
絶
。
奈
八
重
山
酋
長
。
有
二
掘
川
原
赤
蜂
者
一
。
心
変
謀
叛
。
両
三
年
間
。
絶
レ
貢
不
レ
朝
。
時
宮
古
島
酋
長
。
有
二
仲
宗
根
豊
見
屋
者
一
。
与
二
赤
蜂
一
不
レ
睦
。
赤
蜂
将
レ
攻
二
宮
古
一
。
二
島
騒
動
。
事
聞
二
干
中
山
一
。
由
レ
是
。
王
命
二
大
里
等
九
員
一
。
為
レ
将
。
并
撥
二
大
小
船
四
十
六
一
。
以
二
仲
宗
根
一
為
レ
導
。
本
年
二
月
初
二
日
。
那
覇
開
船
。
（
途
中
省
略
）
大
里
等
。
別
立
二
酋
長
一
。
撫
二
安
百
姓
一
。
奏
レ
凱
而
帰
。
嗣
後
朝
貢
如
レ
例
。
二
つ
の
『
中
山
世
譜
』
の
叙
述
を
比
べ
る
と
、
蔡
温
本
の
叙
述
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
拡
大
し
て
い
る
主
な
箇
所
は
、
二
人
の
酋
長
の
名
を
具
体
的
に
記
し
な
が
ら
八
重
山
が
宮
古
島
を
攻
め
る
原
因
が
、
赤
蜂
と
の
不
睦
に
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
首
里
王
府
が
八
重
山
を
「
征
伐
」
す
る
時
に
仲
宗
根
豊
見
親
が
導
き
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
首
里
軍
が
勝
利
し
た
後
は
八
重
山
に
別
の
酋
長
が
立
て
ら
れ
、
百
姓
は
安
堵
し
朝
貢
が
復
活
し
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史
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史
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は
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叙
述
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叙
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叙
述
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仲
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4宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
琉
球
王
府
の
最
初
の
正
史
『
中
山
世
鑑
』（
一
六
五
○
年
）
に
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
尚
真
王
代
に
か
か
わ
る
叙
述
が
な
い
の
で
、
尚
真
王
代
に
あ
っ
た
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
の
叙
述
そ
の
も
の
が
な
い
が
、
次
の
正
史
、
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
で
も
二
人
の
酋
長
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
く
、
三
番
目
の
正
史
、
蔡
温
本
に
な
っ
て
、
漸
く
八
重
山
が
宮
古
島
を
攻
め
る
原
因
の
叙
述
に
関
連
し
て
、
二
人
の
酋
長
の
名
が
登
場
す
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
四
番
目
の
正
史
『
球
陽
』
の
叙
述
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。『
球
陽
』（３）に
記
さ
れ
る
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
服
」
に
か
か
わ
る
叙
述
（
尚
真
王
二
十
四
年
〈
一
五
○
○
〉）
は
、
七
条
に
も
わ
た
っ
て
い
る
。
最
初
の
記
事
は
「
1
5
9
　
銭
原
、
大
将
と
為
り
、
八
重
山
の
赤
蜂
を
征
服
す
」、
次
が
「
1
6
0
　
始
め
て
八
重
山
に
大
阿
母
並
び
に
永
良
比
金
を
置
く
」、
次
が
「
1
6
1
　
八
重
山
の
獅
子
嘉
、
忠
義
に
し
て
節
に
死
し
、
祭
奠
を
賜
ふ
を
蒙
る
」、
次
が
「
1
6
2
　
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
」、
次
が
「
1
6
3
　
久
米
島
の
君
南
風
、
官
軍
に
跟
随
し
て
八
重
山
に
往
き
至
り
、
奇
謀
を
設
け
為
し
て
深
く
褒
嘉
を
蒙
る
」、
次
が
「
1
6
4
　
附
　
八
重
山
の
竹
木
を
執
る
の
地
、
今
亦
之
れ
を
叫
び
て
炬
山
と
曰
ふ
」、
最
後
が
「
1
6
5
　
始
め
て
多
良
間
島
主
を
置
く
」
で
あ
る
。
七
条
の
記
事
は
、
家
譜
記
事
や
神
女
の
職
の
由
来
記
等
を
資
料
に
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
1
5
9
は
銭
原
が
「
大
将
」
の
ひ
と
り
に
な
っ
て
、「
八
重
山
を
征
服
し
、
以
て
凱
功
を
得
て
帰
国
復
命
す
」
と
記
す
記
事
で
あ
る
。
記
事
は
、
正
義
大
夫
梁
徳
等
が
中
国
か
ら
帰
っ
て
く
る
時
に
逆
風
に
遭
い
、
喜
屋
武
に
漂
着
し
た
の
を
「
土
民
等
」
が
救
済
し
た
。
そ
の
一
員
に
銭
原
（
当
時
、
十
三
歳
。
銭
原
は
後
に
士
族
に
な
っ
た
唐
名
）
が
い
て
、
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正
義
大
夫
梁
徳
や
官
舎
銭
広
の
目
に
と
ま
り
、
銭
広
が
養
教
し
て
遂
に
士
族
の
籍
に
昇
っ
て
（
銭
広
の
猶
子
に
な
っ
た
か
）、「
八
重
山
征
服
」
に
際
し
て
勲
功
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
前
述
し
た
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
と
比
べ
る
と
、
1
5
9
の
記
事
は
首
里
王
府
に
よ
る
「
八
重
山
征
服
」
の
叙
述
は
少
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
銭
原
が
「
生
資
敦
煌
」、「
聡
明
英
雄
」、「
才
智
絶
倫
に
し
て
文
武
兼
全
」
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
多
く
の
叙
述
が
さ
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
1
5
9
は
銭
原
が
元
祖
と
な
っ
た
銭
原
の
家
譜
記
事
を
資
料
に
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。『
中
山
世
譜
』
が
大
里
の
名
を
揚
げ
て
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
を
叙
述
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
球
陽
』
は
そ
れ
を
「
八
重
山
征
服
」
の
叙
述
よ
り
も
、
銭
原
の
人
と
な
り
に
力
点
を
置
い
た
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
『
球
陽
』
の
編
纂
に
絡
む
『
球
陽
』
の
叙
述
の
特
質
の
一
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
そ
の
指
摘
に
留
め
る
。
残
念
な
が
ら
、
銭
原
や
銭
広
の
家
譜
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、『
氏
集
　
首
里
那
覇
』（４）に
は
、「
十
一
番
」
に
「
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
を
「
元
祖
」
と
す
る
銭
氏
の
家
譜
（
1
3
1
9
〜
1
3
2
4
）
が
あ
り
、
ま
た
「
十
八
番
」
に
も
同
じ
く
「
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
を
「
元
祖
」
と
す
る
銭
氏
の
家
譜
（
2
2
6
6
〜
2
2
7
2
）
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
2
2
7
0
」
に
「
元
祖
銭
原
0
0
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
が
銭
原
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
元
祖
が
「
銭
原
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
銭
広
0
0
の
家
譜
は
『
氏
集
　
首
里
那
覇
』
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
が
、
銭
原
を
見
出
し
た
梁
徳
に
つ
い
て
は
、『
呉
江
梁
氏
家
譜
（
一
世
　
梁
嵩
）』
（
５
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
正
義
大
夫
梁
徳
」
に
か
か
わ
る
記
事
は
、
梁
徳
が
「
天
順
八
年
」（
一
四
六
四
）
か
ら
「
弘
治
六
年
」（
一
四
九
三
）
ま
で
の
約
三
十
年
間
に
、
十
二
回
渡
閩
す
る
う
ち
の
「
弘
治
二
年
」（
一
四
八
九
）、「
弘
4宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
琉
球
王
府
の
最
初
の
正
史
『
中
山
世
鑑
』（
一
六
五
○
年
）
に
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
尚
真
王
代
に
か
か
わ
る
叙
述
が
な
い
の
で
、
尚
真
王
代
に
あ
っ
た
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
の
叙
述
そ
の
も
の
が
な
い
が
、
次
の
正
史
、
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
で
も
二
人
の
酋
長
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
く
、
三
番
目
の
正
史
、
蔡
温
本
に
な
っ
て
、
漸
く
八
重
山
が
宮
古
島
を
攻
め
る
原
因
の
叙
述
に
関
連
し
て
、
二
人
の
酋
長
の
名
が
登
場
す
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
四
番
目
の
正
史
『
球
陽
』
の
叙
述
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。『
球
陽
』（３）に
記
さ
れ
る
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
服
」
に
か
か
わ
る
叙
述
（
尚
真
王
二
十
四
年
〈
一
五
○
○
〉）
は
、
七
条
に
も
わ
た
っ
て
い
る
。
最
初
の
記
事
は
「
1
5
9
　
銭
原
、
大
将
と
為
り
、
八
重
山
の
赤
蜂
を
征
服
す
」、
次
が
「
1
6
0
　
始
め
て
八
重
山
に
大
阿
母
並
び
に
永
良
比
金
を
置
く
」、
次
が
「
1
6
1
　
八
重
山
の
獅
子
嘉
、
忠
義
に
し
て
節
に
死
し
、
祭
奠
を
賜
ふ
を
蒙
る
」、
次
が
「
1
6
2
　
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
」、
次
が
「
1
6
3
　
久
米
島
の
君
南
風
、
官
軍
に
跟
随
し
て
八
重
山
に
往
き
至
り
、
奇
謀
を
設
け
為
し
て
深
く
褒
嘉
を
蒙
る
」、
次
が
「
1
6
4
　
附
　
八
重
山
の
竹
木
を
執
る
の
地
、
今
亦
之
れ
を
叫
び
て
炬
山
と
曰
ふ
」、
最
後
が
「
1
6
5
　
始
め
て
多
良
間
島
主
を
置
く
」
で
あ
る
。
七
条
の
記
事
は
、
家
譜
記
事
や
神
女
の
職
の
由
来
記
等
を
資
料
に
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
1
5
9
は
銭
原
が
「
大
将
」
の
ひ
と
り
に
な
っ
て
、「
八
重
山
を
征
服
し
、
以
て
凱
功
を
得
て
帰
国
復
命
す
」
と
記
す
記
事
で
あ
る
。
記
事
は
、
正
義
大
夫
梁
徳
等
が
中
国
か
ら
帰
っ
て
く
る
時
に
逆
風
に
遭
い
、
喜
屋
武
に
漂
着
し
た
の
を
「
土
民
等
」
が
救
済
し
た
。
そ
の
一
員
に
銭
原
（
当
時
、
十
三
歳
。
銭
原
は
後
に
士
族
に
な
っ
た
唐
名
）
が
い
て
、
5 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
正
義
大
夫
梁
徳
や
官
舎
銭
広
の
目
に
と
ま
り
、
銭
広
が
養
教
し
て
遂
に
士
族
の
籍
に
昇
っ
て
（
銭
広
の
猶
子
に
な
っ
た
か
）、「
八
重
山
征
服
」
に
際
し
て
勲
功
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
前
述
し
た
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
と
比
べ
る
と
、
1
5
9
の
記
事
は
首
里
王
府
に
よ
る
「
八
重
山
征
服
」
の
叙
述
は
少
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
銭
原
が
「
生
資
敦
煌
」、「
聡
明
英
雄
」、「
才
智
絶
倫
に
し
て
文
武
兼
全
」
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
多
く
の
叙
述
が
さ
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
1
5
9
は
銭
原
が
元
祖
と
な
っ
た
銭
原
の
家
譜
記
事
を
資
料
に
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。『
中
山
世
譜
』
が
大
里
の
名
を
揚
げ
て
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
を
叙
述
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
球
陽
』
は
そ
れ
を
「
八
重
山
征
服
」
の
叙
述
よ
り
も
、
銭
原
の
人
と
な
り
に
力
点
を
置
い
た
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
『
球
陽
』
の
編
纂
に
絡
む
『
球
陽
』
の
叙
述
の
特
質
の
一
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
そ
の
指
摘
に
留
め
る
。
残
念
な
が
ら
、
銭
原
や
銭
広
の
家
譜
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、『
氏
集
　
首
里
那
覇
』（４）に
は
、「
十
一
番
」
に
「
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
を
「
元
祖
」
と
す
る
銭
氏
の
家
譜
（
1
3
1
9
〜
1
3
2
4
）
が
あ
り
、
ま
た
「
十
八
番
」
に
も
同
じ
く
「
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
を
「
元
祖
」
と
す
る
銭
氏
の
家
譜
（
2
2
6
6
〜
2
2
7
2
）
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
2
2
7
0
」
に
「
元
祖
銭
原
0
0
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
が
銭
原
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
元
祖
が
「
銭
原
阿
波
根
里
之
子
直
張
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
銭
広
0
0
の
家
譜
は
『
氏
集
　
首
里
那
覇
』
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
が
、
銭
原
を
見
出
し
た
梁
徳
に
つ
い
て
は
、『
呉
江
梁
氏
家
譜
（
一
世
　
梁
嵩
）』
（
５
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
正
義
大
夫
梁
徳
」
に
か
か
わ
る
記
事
は
、
梁
徳
が
「
天
順
八
年
」（
一
四
六
四
）
か
ら
「
弘
治
六
年
」（
一
四
九
三
）
ま
で
の
約
三
十
年
間
に
、
十
二
回
渡
閩
す
る
う
ち
の
「
弘
治
二
年
」（
一
四
八
九
）、「
弘
6宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
治
四
年
」（
一
四
九
一
）、「
弘
治
六
年
」（
一
四
九
三
）
の
記
事
が
、「
正
義
大
夫
」
と
し
て
の
渡
閩
記
事
で
あ
る
。
1
5
9
の
記
事
は
、
こ
の
う
ち
の
ど
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
銭
原
は
当
時
、
十
三
歳
だ
と
あ
る
か
ら
、「
八
重
山
征
服
」
に
赴
い
た
の
は
二
十
歳
か
ら
二
十
四
歳
頃
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
の
『
球
陽
』
記
事
「
1
6
0
　
始
め
て
八
重
山
に
大
阿
母
並
び
に
永
良
比
金
を
置
く
」
は
、『
八
重
山
嶽
々
由
来
記
』（
一
七
○
五
年
）
の
冒
頭
記
事
「
八
重
山
嶋
大
安
母
由
来
并
美
崎
之
嶽
立
始
之
事
」
の
第
一
条
目
の
記
事
の
前
半
を
資
料
に
し
た
叙
述
と
、
そ
の
後
を
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
の
「
八
重
山
征
服
」
の
記
事
を
資
料
に
し
た
叙
述
、
さ
ら
に
そ
の
後
を
「
八
重
山
嶋
大
安
母
由
来
并
美
崎
之
嶽
立
始
之
事
」
の
第
一
条
目
の
記
事
の
後
半
と
第
二
条
目
を
資
料
に
し
て
叙
述
し
て
い
る
。『
球
陽
』
は
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
服
」
に
あ
た
っ
て
勲
功
が
あ
っ
た
「
名
田
大
翁
主
」
兄
弟
の
「
八
重
山
嶋
大
安
母
」（
妹
、
古
乙
姥
）
就
任
と
「
名
田
大
翁
主
」
の
「
古
見
首
里
大
屋
子
」
就
任
、
さ
ら
に
「
永
良
比
金
」
神
女
就
任
の
記
事
を
主
な
内
容
に
し
て
い
る
。
次
の
「
1
6
1
　
八
重
山
の
獅
子
嘉
、
忠
義
に
し
て
節
に
死
し
、
祭
奠
を
賜
ふ
を
蒙
る
」
は
、
赤
蜂
の
命
に
従
わ
ず
そ
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
波
照
間
島
の
「
明
宇
底
獅
子
嘉
殿
」
の
首
里
王
府
に
対
す
る
「
忠
義
」
と
、「
獅
子
嘉
」
の
男
子
、
三
人
を
与
人
に
取
り
立
て
た
記
事
で
あ
る
。
拠
っ
た
資
料
が
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、『
球
陽
』
記
事
中
に
あ
る
「
獅
子
嘉
殿
」
の
「
節
」
を
記
し
た
首
里
王
府
に
奏
さ
れ
た
「
呈
文
」
が
そ
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
か
。
あ
る
い
は
、「
獅
子
嘉
殿
」
の
三
人
の
男
子
を
「
与
人
」
に
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
族
は
士
族
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
両
先
島
の
士
族
の
家
譜
を
仕
立
て
る
王
府
の
許
可
は
、『
球
陽
』「
尚
敬
王
十
七
年
」（
一
七
二
九
）
の
記
事
に
「
始
め
て
7 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
宮
古
・
八
重
山
役
人
の
家
譜
を
纂
修
し
及
び
賜
ひ
て
覆
姓
を
用
ふ
る
こ
と
を
許
す
」
が
あ
り
、「
獅
子
嘉
」
を
元
祖
と
す
る
一
族
の
家
譜
が
仕
立
て
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
『
球
陽
』
の
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
両
先
島
の
士
族
の
家
譜
は
沖
縄
本
島
の
士
族
の
家
譜
と
は
異
な
り
系
図
座
で
保
管
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
蔵
元
格
護
」
で
あ
る（６）。
し
た
が
っ
て
、『
球
陽
』
は
両
先
島
の
士
族
の
家
譜
を
資
料
と
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
1
6
2
、1
6
5
の
記
事
に
も
い
え
る
か
。
　
「
1
6
2
　
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
」
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
宮
古
島
の
酋
長
「
仲
宗
根
家
」
の
家
譜
叙
述
に
か
か
わ
る
記
事
で
あ
り
、
後
述
す
る
。
次
の
「
1
6
3
　
久
米
島
の
君
南
風
、
官
軍
に
跟
随
し
て
八
重
山
に
往
き
至
り
、
奇
謀
を
設
け
為
し
て
深
く
褒
嘉
を
蒙
る
」
と
「
1
6
4
　
附
　
八
重
山
の
竹
木
を
執
る
の
地
、
今
亦
之
れ
を
叫
び
て
炬
山
と
曰
ふ
」
は
、『
君
南
風
由
来
并
位
階
且
公
事
』（
一
七
○
五
年
か
）
の
冒
頭
記
事
を
資
料
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
1
6
4
は
「
附
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
君
南
風
由
来
并
位
階
且
公
事
』
の
記
事
で
も
「
た
い
山
」（
炬
山
）
の
叙
述
は
、「
附
」
と
す
る
記
事
に
な
っ
て
い
る
。『
球
陽
』
の
記
事
で
も
1
6
4
は
1
6
3
の
「
附
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
記
事
の
内
容
は
、
久
米
島
の
最
高
神
女
、
君
南
風
が
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
に
あ
た
っ
て
航
海
守
護
神
と
し
て
八
重
山
に
赴
き
、
計
略
を
巡
ら
し
て
王
府
の
軍
勢
を
八
重
山
に
上
陸
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
王
府
か
ら
「
世
々
君
南
風
職
」
を
任
じ
ら
れ
「
肥
良
志
屋
の
地
を
拝
受
」
し
、
計
略
に
使
っ
た
「
竹
木
」
を
と
っ
た
地
を
「
炬
山
」
と
名
付
け
、
君
南
風
の
「
宇
恵
嘉
地
」（
お
え
か
地
＝
給
与
地
）
に
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
最
後
の
「
1
6
5
　
始
め
て
多
良
間
島
主
を
置
く
」
は
、
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
に
し
た
が
っ
て
6宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
治
四
年
」（
一
四
九
一
）、「
弘
治
六
年
」（
一
四
九
三
）
の
記
事
が
、「
正
義
大
夫
」
と
し
て
の
渡
閩
記
事
で
あ
る
。
1
5
9
の
記
事
は
、
こ
の
う
ち
の
ど
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
銭
原
は
当
時
、
十
三
歳
だ
と
あ
る
か
ら
、「
八
重
山
征
服
」
に
赴
い
た
の
は
二
十
歳
か
ら
二
十
四
歳
頃
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
の
『
球
陽
』
記
事
「
1
6
0
　
始
め
て
八
重
山
に
大
阿
母
並
び
に
永
良
比
金
を
置
く
」
は
、『
八
重
山
嶽
々
由
来
記
』（
一
七
○
五
年
）
の
冒
頭
記
事
「
八
重
山
嶋
大
安
母
由
来
并
美
崎
之
嶽
立
始
之
事
」
の
第
一
条
目
の
記
事
の
前
半
を
資
料
に
し
た
叙
述
と
、
そ
の
後
を
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
の
「
八
重
山
征
服
」
の
記
事
を
資
料
に
し
た
叙
述
、
さ
ら
に
そ
の
後
を
「
八
重
山
嶋
大
安
母
由
来
并
美
崎
之
嶽
立
始
之
事
」
の
第
一
条
目
の
記
事
の
後
半
と
第
二
条
目
を
資
料
に
し
て
叙
述
し
て
い
る
。『
球
陽
』
は
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
服
」
に
あ
た
っ
て
勲
功
が
あ
っ
た
「
名
田
大
翁
主
」
兄
弟
の
「
八
重
山
嶋
大
安
母
」（
妹
、
古
乙
姥
）
就
任
と
「
名
田
大
翁
主
」
の
「
古
見
首
里
大
屋
子
」
就
任
、
さ
ら
に
「
永
良
比
金
」
神
女
就
任
の
記
事
を
主
な
内
容
に
し
て
い
る
。
次
の
「
1
6
1
　
八
重
山
の
獅
子
嘉
、
忠
義
に
し
て
節
に
死
し
、
祭
奠
を
賜
ふ
を
蒙
る
」
は
、
赤
蜂
の
命
に
従
わ
ず
そ
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
波
照
間
島
の
「
明
宇
底
獅
子
嘉
殿
」
の
首
里
王
府
に
対
す
る
「
忠
義
」
と
、「
獅
子
嘉
」
の
男
子
、
三
人
を
与
人
に
取
り
立
て
た
記
事
で
あ
る
。
拠
っ
た
資
料
が
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、『
球
陽
』
記
事
中
に
あ
る
「
獅
子
嘉
殿
」
の
「
節
」
を
記
し
た
首
里
王
府
に
奏
さ
れ
た
「
呈
文
」
が
そ
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
か
。
あ
る
い
は
、「
獅
子
嘉
殿
」
の
三
人
の
男
子
を
「
与
人
」
に
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
族
は
士
族
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
両
先
島
の
士
族
の
家
譜
を
仕
立
て
る
王
府
の
許
可
は
、『
球
陽
』「
尚
敬
王
十
七
年
」（
一
七
二
九
）
の
記
事
に
「
始
め
て
7 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
宮
古
・
八
重
山
役
人
の
家
譜
を
纂
修
し
及
び
賜
ひ
て
覆
姓
を
用
ふ
る
こ
と
を
許
す
」
が
あ
り
、「
獅
子
嘉
」
を
元
祖
と
す
る
一
族
の
家
譜
が
仕
立
て
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
『
球
陽
』
の
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
両
先
島
の
士
族
の
家
譜
は
沖
縄
本
島
の
士
族
の
家
譜
と
は
異
な
り
系
図
座
で
保
管
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
蔵
元
格
護
」
で
あ
る（６）。
し
た
が
っ
て
、『
球
陽
』
は
両
先
島
の
士
族
の
家
譜
を
資
料
と
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
1
6
2
、1
6
5
の
記
事
に
も
い
え
る
か
。
　
「
1
6
2
　
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
」
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
宮
古
島
の
酋
長
「
仲
宗
根
家
」
の
家
譜
叙
述
に
か
か
わ
る
記
事
で
あ
り
、
後
述
す
る
。
次
の
「
1
6
3
　
久
米
島
の
君
南
風
、
官
軍
に
跟
随
し
て
八
重
山
に
往
き
至
り
、
奇
謀
を
設
け
為
し
て
深
く
褒
嘉
を
蒙
る
」
と
「
1
6
4
　
附
　
八
重
山
の
竹
木
を
執
る
の
地
、
今
亦
之
れ
を
叫
び
て
炬
山
と
曰
ふ
」
は
、『
君
南
風
由
来
并
位
階
且
公
事
』（
一
七
○
五
年
か
）
の
冒
頭
記
事
を
資
料
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
1
6
4
は
「
附
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
君
南
風
由
来
并
位
階
且
公
事
』
の
記
事
で
も
「
た
い
山
」（
炬
山
）
の
叙
述
は
、「
附
」
と
す
る
記
事
に
な
っ
て
い
る
。『
球
陽
』
の
記
事
で
も
1
6
4
は
1
6
3
の
「
附
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
記
事
の
内
容
は
、
久
米
島
の
最
高
神
女
、
君
南
風
が
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
に
あ
た
っ
て
航
海
守
護
神
と
し
て
八
重
山
に
赴
き
、
計
略
を
巡
ら
し
て
王
府
の
軍
勢
を
八
重
山
に
上
陸
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
王
府
か
ら
「
世
々
君
南
風
職
」
を
任
じ
ら
れ
「
肥
良
志
屋
の
地
を
拝
受
」
し
、
計
略
に
使
っ
た
「
竹
木
」
を
と
っ
た
地
を
「
炬
山
」
と
名
付
け
、
君
南
風
の
「
宇
恵
嘉
地
」（
お
え
か
地
＝
給
与
地
）
に
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
最
後
の
「
1
6
5
　
始
め
て
多
良
間
島
主
を
置
く
」
は
、
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
に
し
た
が
っ
て
8宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
「
八
重
山
征
伐
」
に
赴
い
た
土
原
豊
見
親
の
勲
功
を
称
え
て
「
多
良
間
島
主
」
と
し
、「
豊
見
親
職
」
に
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
あ
る
「
土
原
豊
見
親
童
名
お
そ
ろ
」
を
資
料
に
し
た
か
。
正
史
が
記
す
「
八
重
山
征
伐
」
記
事
は
、
最
初
の
記
事
が
で
る
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
は
、「
八
重
山
嶋
変
心
」
に
よ
り
宮
古
島
が
攻
め
ら
れ
る
危
機
に
あ
っ
て
、
首
里
王
府
は
大
里
等
が
率
い
る
軍
勢
を
差
し
向
け
て
「
八
重
山
征
伐
」
を
し
た
と
い
う
簡
略
な
叙
述
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
両
先
島
の
酋
長
の
名
さ
え
も
記
さ
れ
な
い
。
次
の
蔡
温
本
に
な
る
と
、
宮
古
島
が
攻
め
ら
れ
る
理
由
が
二
人
の
酋
長
の
名
を
記
し
て
叙
述
さ
れ
、
や
や
拡
大
さ
れ
た
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
仲
宗
根
豊
見
親
に
注
目
す
れ
ば
、
豊
見
親
が
王
府
の
軍
勢
の
導
き
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
球
陽
』
の
記
事
に
な
る
と
、「
八
重
山
征
伐
」
が
七
条
に
も
わ
た
っ
て
大
き
く
拡
大
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
関
係
す
る
氏
の
家
譜
（
銭
原
の
家
譜
）
や
神
女
の
職
の
由
来
（
君
南
風
、
八
重
山
島
大
安
母
）
を
記
し
た
「
由
来
記
」、
ま
た
蔡
温
本
の
記
事
等
が
、
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、『
球
陽
』
に
記
さ
れ
る
仲
宗
根
豊
見
親
に
関
連
す
る
「
1
6
2
　
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
」
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
が
使
わ
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
少
な
く
と
も
、『
球
陽
』
と
忠
導
氏
の
家
譜
と
の
間
に
叙
述
の
繋
が
り
が
窺
え
な
い
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
両
先
島
士
族
の
家
譜
は
「
蔵
元
格
護
」
で
あ
り
、『
球
陽
』
が
編
纂
さ
れ
る
時
点
で
家
譜
が
仕
立
て
ら
れ
て
い
て
も
そ
れ
を
資
料
に
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
球
陽
』
は
『
御
嶽
由
来
記
』
や
『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
に
な
っ
た
「
記
事
」（
後
述
）
等
を
資
料
に
し
て
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る（７）。
以
下
で
は
、『
球
陽
』
の
1
6
2
の
叙
述
と
「
八
重
9 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
山
征
伐
」
に
か
か
わ
る
忠
導
氏
の
家
譜
の
叙
述
と
の
ず
れ
を
考
察
し
て
い
く
。
叙
述
の
ず
れ
は
、
正
史
と
地
方
士
族
の
家
譜
、
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
「
地
方
旧
記
」
と
の
歴
史
叙
述
の
ず
れ
で
あ
り
、
中
央
の
歴
史
叙
述
に
収
斂
で
き
な
い
地
方
の
歴
史
叙
述
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。
「
八
重
山
征
伐
」
を
め
ぐ
る
『
球
陽
』
記
事
と
『
忠
導
氏
家
譜
』
記
事
『
球
陽
』
の
1
6
2
の
記
事
は
、
以
下
で
あ
る
。
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
。
宮
古
山
の
鯖
祖
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
は
、
英
雄
豪
傑
に
し
て
勇
力
甚
だ
大
な
り
。
是
の
年
、
長
男
金
盛
豊
見
親
、
次
男
真
列
金
豊
見
親
及
び
金
志
川
豊
見
親
・
砂
川
巫
女
等
を
率
領
し
、
大
里
等
に
跟
随
し
て
八
重
山
を
征
伐
し
、
已
に
凱
功
を
得
た
り
。
即
ち
仲
宗
根
豊
見
親
を
擢
ん
で
て
宮
古
頭
職
と
為
し
、
亦
真
列
金
豊
見
親
を
陞
せ
て
始
め
て
八
重
山
頭
職
と
為
す
。
真
列
金
、
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
す
。
彼
の
島
の
人
民
、
み
な
疎
文
を
具
し
、
豊
見
親
を
中
山
に
告
訴
す
。
即
ち
頭
役
を
革
め
去
り
故
郷
に
摘
回
す
。
仲
宗
根
豊
見
親
、
已
に
病
卒
の
後
、
長
男
金
盛
豊
見
親
、
父
の
家
統
を
継
ぎ
て
宮
古
山
頭
職
に
陞
任
す
。
金
盛
も
亦
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
。
而
し
て
其
の
事
中
山
に
聞
す
。
中
山
、
使
を
遣
は
し
、
将
に
以
て
他
の
罪
を
鞠
訊
せ
ん
と
す
。
其
の
使
者
未
だ
到
ら
ざ
る
の
時
、
金
盛
病
に
罹
り
、
蚤
亡
す
。
使
者
8宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
「
八
重
山
征
伐
」
に
赴
い
た
土
原
豊
見
親
の
勲
功
を
称
え
て
「
多
良
間
島
主
」
と
し
、「
豊
見
親
職
」
に
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
あ
る
「
土
原
豊
見
親
童
名
お
そ
ろ
」
を
資
料
に
し
た
か
。
正
史
が
記
す
「
八
重
山
征
伐
」
記
事
は
、
最
初
の
記
事
が
で
る
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
は
、「
八
重
山
嶋
変
心
」
に
よ
り
宮
古
島
が
攻
め
ら
れ
る
危
機
に
あ
っ
て
、
首
里
王
府
は
大
里
等
が
率
い
る
軍
勢
を
差
し
向
け
て
「
八
重
山
征
伐
」
を
し
た
と
い
う
簡
略
な
叙
述
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
両
先
島
の
酋
長
の
名
さ
え
も
記
さ
れ
な
い
。
次
の
蔡
温
本
に
な
る
と
、
宮
古
島
が
攻
め
ら
れ
る
理
由
が
二
人
の
酋
長
の
名
を
記
し
て
叙
述
さ
れ
、
や
や
拡
大
さ
れ
た
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
仲
宗
根
豊
見
親
に
注
目
す
れ
ば
、
豊
見
親
が
王
府
の
軍
勢
の
導
き
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
球
陽
』
の
記
事
に
な
る
と
、「
八
重
山
征
伐
」
が
七
条
に
も
わ
た
っ
て
大
き
く
拡
大
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
関
係
す
る
氏
の
家
譜
（
銭
原
の
家
譜
）
や
神
女
の
職
の
由
来
（
君
南
風
、
八
重
山
島
大
安
母
）
を
記
し
た
「
由
来
記
」、
ま
た
蔡
温
本
の
記
事
等
が
、
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、『
球
陽
』
に
記
さ
れ
る
仲
宗
根
豊
見
親
に
関
連
す
る
「
1
6
2
　
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
」
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
が
使
わ
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
少
な
く
と
も
、『
球
陽
』
と
忠
導
氏
の
家
譜
と
の
間
に
叙
述
の
繋
が
り
が
窺
え
な
い
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
両
先
島
士
族
の
家
譜
は
「
蔵
元
格
護
」
で
あ
り
、『
球
陽
』
が
編
纂
さ
れ
る
時
点
で
家
譜
が
仕
立
て
ら
れ
て
い
て
も
そ
れ
を
資
料
に
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
球
陽
』
は
『
御
嶽
由
来
記
』
や
『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
に
な
っ
た
「
記
事
」（
後
述
）
等
を
資
料
に
し
て
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る（７）。
以
下
で
は
、『
球
陽
』
の
1
6
2
の
叙
述
と
「
八
重
9 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
山
征
伐
」
に
か
か
わ
る
忠
導
氏
の
家
譜
の
叙
述
と
の
ず
れ
を
考
察
し
て
い
く
。
叙
述
の
ず
れ
は
、
正
史
と
地
方
士
族
の
家
譜
、
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
「
地
方
旧
記
」
と
の
歴
史
叙
述
の
ず
れ
で
あ
り
、
中
央
の
歴
史
叙
述
に
収
斂
で
き
な
い
地
方
の
歴
史
叙
述
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。
「
八
重
山
征
伐
」
を
め
ぐ
る
『
球
陽
』
記
事
と
『
忠
導
氏
家
譜
』
記
事
『
球
陽
』
の
1
6
2
の
記
事
は
、
以
下
で
あ
る
。
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
。
宮
古
山
の
鯖
祖
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
は
、
英
雄
豪
傑
に
し
て
勇
力
甚
だ
大
な
り
。
是
の
年
、
長
男
金
盛
豊
見
親
、
次
男
真
列
金
豊
見
親
及
び
金
志
川
豊
見
親
・
砂
川
巫
女
等
を
率
領
し
、
大
里
等
に
跟
随
し
て
八
重
山
を
征
伐
し
、
已
に
凱
功
を
得
た
り
。
即
ち
仲
宗
根
豊
見
親
を
擢
ん
で
て
宮
古
頭
職
と
為
し
、
亦
真
列
金
豊
見
親
を
陞
せ
て
始
め
て
八
重
山
頭
職
と
為
す
。
真
列
金
、
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
す
。
彼
の
島
の
人
民
、
み
な
疎
文
を
具
し
、
豊
見
親
を
中
山
に
告
訴
す
。
即
ち
頭
役
を
革
め
去
り
故
郷
に
摘
回
す
。
仲
宗
根
豊
見
親
、
已
に
病
卒
の
後
、
長
男
金
盛
豊
見
親
、
父
の
家
統
を
継
ぎ
て
宮
古
山
頭
職
に
陞
任
す
。
金
盛
も
亦
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
。
而
し
て
其
の
事
中
山
に
聞
す
。
中
山
、
使
を
遣
は
し
、
将
に
以
て
他
の
罪
を
鞠
訊
せ
ん
と
す
。
其
の
使
者
未
だ
到
ら
ざ
る
の
時
、
金
盛
病
に
罹
り
、
蚤
亡
す
。
使
者
10宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
家
財
を
抄
没
し
、
二
女
を
擒
に
し
て
帯
び
回
り
、
其
の
二
女
を
将
て
、
貶
し
て
人
婢
と
為
す
。
両
三
年
に
至
り
、
他
の
罪
を
赦
免
す
。
本
島
に
摘
帰
す
る
の
時
、
亦
暴
風
に
逢
ひ
、
多
良
間
山
に
飄
至
し
て
船
を
大
礁
に
破
り
、
人
皆
湮
没
す
。
二
女
の
尸
体
、
海
浜
に
漂
来
す
。
邑
人
、
之
れ
を
見
之
れ
を
憫
み
、
撈
ひ
揚
げ
て
之
れ
を
山
地
に
葬
る
。
『
球
陽
』
の
「
八
重
山
征
伐
」
の
記
事
は
、
忠
導
氏
か
ら
す
れ
ば
仲
宗
根
豊
見
親
父
子
の
輝
か
し
い
勲
功
が
叙
述
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
叙
述
は
玄
雅
を
宮
古
島
頭
職
と
し
、
次
男
真
列
金
を
八
重
山
島
頭
職
に
し
た
と
す
る
冒
頭
ま
で
の
記
事
で
、
以
下
の
叙
述
は
忠
導
氏
に
と
っ
て
惨
憺
た
る
そ
の
後
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
蔡
温
本
に
あ
っ
た
玄
雅
等
が
首
里
の
軍
勢
を
先
導
し
た
と
い
う
叙
述
が
、
こ
こ
に
は
み
ら
れ
な
い
の
も
注
目
さ
れ
る
（
1
6
0
に
は
あ
る
）。
次
男
真
列
金
に
つ
い
て
は
、「
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
」
し
て
「
中
山
に
告
訴
」
さ
れ
、
八
重
山
頭
役
を
解
任
さ
れ
て
宮
古
島
に
帰
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
男
金
盛
は
、
玄
雅
の
没
後
父
の
後
を
継
ぎ
宮
古
頭
職
に
就
任
し
た
が
、
こ
れ
も
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
こ
と
が
王
府
に
知
ら
れ
て
、
そ
れ
を
糺
す
使
者
が
宮
古
島
に
到
着
す
る
ま
で
に
「
病
に
罹
り
、
蚤
亡
（
早
死
）」
し
、
使
者
に
よ
っ
て
「
家
財
を
抄
没
」
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
二
女
」（
金
盛
の
次
女
か
。
後
述
）
を
「
擒
」
に
し
て
、
三
年
に
わ
た
り
「
人
婢
」
に
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
赦
さ
れ
宮
古
島
に
帰
る
途
中
で
嵐
に
遭
っ
て
亡
く
な
り
、
多
良
間
島
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。『
球
陽
』
の
1
6
2
の
記
事
は
、
玄
雅
の
子
等
の
惨
憺
た
る
悲
劇
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
球
陽
』
の
「
1
6
2
　
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
」
に
対
応
す
る
『
忠
導
氏
家
譜
』（
一
七
五
七
11 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
年
）
の
記
事
は
、
以
下
で
あ
る（８）。
尚
真
王
世
代
　
（
前
半
省
略
）
于
レ
時
、
玄
雅
航
二
于
八
重
山
一
、
論
二
彼
島
之
酋
長
一
曰
、
相
共
守
二
附
庸
之
職
分
一
而
、
定
二
年
々
貢
物
之
員
数
一
而
、
朝
見
二
于
中
山
一
、
述
レ
欲
レ
竭
二
臣
子
之
忠
誠
之
意
一
矣
。
時
、
大
浜
赤
蜂
兄
弟
、
負
二
己
之
武
勇
一
而
、
不
レ
肯
焉
。
却
、
企
二
叛
逆
一
、
欲
レ
襲
二
宮
古
島
一
矣
。
因
、
赴
二
于
中
山
一
而
、
訟
二
赤
蜂
等
謀
叛
之
意
趣
一
矣
。
因
レ
茲
、
弘
治
十
三
年
庚
申
、
遣
二
大
将
一
、
征
伐
之
時
、
玄
雅
父
子
為
二
官
軍
之
指
導
一
也
。
到
二
彼
地
方
一
、
追
罸
二
于
逆
徒
一
乎
、
納
二
成
功
一
而
、
到
二
于
中
山
一
矣
。
朝
廷
大
嘉
之
而
、
以
二
玄
雅
之
二
男
祭
金
豊
見
親
一
、
使
レ
為
レ
守
護
二
八
重
山
島
一
也
。
勤
職
四
年
而
、
亦
命
二
三
男
知
利
真
良
豊
見
親
一
、
令
レ
代
レ
之
。
『
忠
導
氏
家
譜
』
は
、
蔡
温
本
が
記
し
た
赤
蜂
の
「
心
変
謀
叛
」
の
様
子
と
、
玄
雅
が
赤
蜂
に
「
臣
子
之
忠
誠
之
意
」
を
尽
く
す
べ
き
こ
と
を
説
得
し
よ
う
と
し
て
「
不
睦
」
に
な
り
、
宮
古
島
が
攻
め
ら
れ
る
の
を
首
里
王
府
に
訴
え
て
、
そ
れ
を
受
け
た
王
府
が
玄
雅
父
子
の
「
指
導
」
に
よ
っ
て
「
八
重
山
征
伐
」
が
行
わ
れ
、「
逆
徒
」
を
「
追
罸
」
し
た
後
、
首
里
に
赴
く
と
「
朝
廷
」
は
「
大
嘉
」
し
て
「
二
男
祭
金
豊
見
親
」（
真
列
金
に
同
じ
）
を
八
重
山
の
「
守
護
」
に
し
た
と
あ
る
。
こ
の
「
守
護
」
は
八
重
山
頭
役
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
忠
導
氏
家
譜
』
の
叙
述
は
、
ま
さ
に
忠
導
氏
の
輝
か
し
い
歴
史
で
あ
る
。
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
に
も
、
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
に
際
し
て
「
以
二
仲
宗
根
一
為
レ
導
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
古
島
の
首
長
仲
宗
根
家
が
、
先
島
の
士
族
と
し
て
覆
氏
（
二
字
の
氏
名
）
の
「
忠
導
」
10宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
家
財
を
抄
没
し
、
二
女
を
擒
に
し
て
帯
び
回
り
、
其
の
二
女
を
将
て
、
貶
し
て
人
婢
と
為
す
。
両
三
年
に
至
り
、
他
の
罪
を
赦
免
す
。
本
島
に
摘
帰
す
る
の
時
、
亦
暴
風
に
逢
ひ
、
多
良
間
山
に
飄
至
し
て
船
を
大
礁
に
破
り
、
人
皆
湮
没
す
。
二
女
の
尸
体
、
海
浜
に
漂
来
す
。
邑
人
、
之
れ
を
見
之
れ
を
憫
み
、
撈
ひ
揚
げ
て
之
れ
を
山
地
に
葬
る
。
『
球
陽
』
の
「
八
重
山
征
伐
」
の
記
事
は
、
忠
導
氏
か
ら
す
れ
ば
仲
宗
根
豊
見
親
父
子
の
輝
か
し
い
勲
功
が
叙
述
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
叙
述
は
玄
雅
を
宮
古
島
頭
職
と
し
、
次
男
真
列
金
を
八
重
山
島
頭
職
に
し
た
と
す
る
冒
頭
ま
で
の
記
事
で
、
以
下
の
叙
述
は
忠
導
氏
に
と
っ
て
惨
憺
た
る
そ
の
後
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
蔡
温
本
に
あ
っ
た
玄
雅
等
が
首
里
の
軍
勢
を
先
導
し
た
と
い
う
叙
述
が
、
こ
こ
に
は
み
ら
れ
な
い
の
も
注
目
さ
れ
る
（
1
6
0
に
は
あ
る
）。
次
男
真
列
金
に
つ
い
て
は
、「
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
」
し
て
「
中
山
に
告
訴
」
さ
れ
、
八
重
山
頭
役
を
解
任
さ
れ
て
宮
古
島
に
帰
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
男
金
盛
は
、
玄
雅
の
没
後
父
の
後
を
継
ぎ
宮
古
頭
職
に
就
任
し
た
が
、
こ
れ
も
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
こ
と
が
王
府
に
知
ら
れ
て
、
そ
れ
を
糺
す
使
者
が
宮
古
島
に
到
着
す
る
ま
で
に
「
病
に
罹
り
、
蚤
亡
（
早
死
）」
し
、
使
者
に
よ
っ
て
「
家
財
を
抄
没
」
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
二
女
」（
金
盛
の
次
女
か
。
後
述
）
を
「
擒
」
に
し
て
、
三
年
に
わ
た
り
「
人
婢
」
に
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
赦
さ
れ
宮
古
島
に
帰
る
途
中
で
嵐
に
遭
っ
て
亡
く
な
り
、
多
良
間
島
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。『
球
陽
』
の
1
6
2
の
記
事
は
、
玄
雅
の
子
等
の
惨
憺
た
る
悲
劇
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
球
陽
』
の
「
1
6
2
　
始
め
て
宮
古
山
・
八
重
山
に
頭
職
を
置
く
」
に
対
応
す
る
『
忠
導
氏
家
譜
』（
一
七
五
七
11 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
年
）
の
記
事
は
、
以
下
で
あ
る（８）。
尚
真
王
世
代
　
（
前
半
省
略
）
于
レ
時
、
玄
雅
航
二
于
八
重
山
一
、
論
二
彼
島
之
酋
長
一
曰
、
相
共
守
二
附
庸
之
職
分
一
而
、
定
二
年
々
貢
物
之
員
数
一
而
、
朝
見
二
于
中
山
一
、
述
レ
欲
レ
竭
二
臣
子
之
忠
誠
之
意
一
矣
。
時
、
大
浜
赤
蜂
兄
弟
、
負
二
己
之
武
勇
一
而
、
不
レ
肯
焉
。
却
、
企
二
叛
逆
一
、
欲
レ
襲
二
宮
古
島
一
矣
。
因
、
赴
二
于
中
山
一
而
、
訟
二
赤
蜂
等
謀
叛
之
意
趣
一
矣
。
因
レ
茲
、
弘
治
十
三
年
庚
申
、
遣
二
大
将
一
、
征
伐
之
時
、
玄
雅
父
子
為
二
官
軍
之
指
導
一
也
。
到
二
彼
地
方
一
、
追
罸
二
于
逆
徒
一
乎
、
納
二
成
功
一
而
、
到
二
于
中
山
一
矣
。
朝
廷
大
嘉
之
而
、
以
二
玄
雅
之
二
男
祭
金
豊
見
親
一
、
使
レ
為
レ
守
護
二
八
重
山
島
一
也
。
勤
職
四
年
而
、
亦
命
二
三
男
知
利
真
良
豊
見
親
一
、
令
レ
代
レ
之
。
『
忠
導
氏
家
譜
』
は
、
蔡
温
本
が
記
し
た
赤
蜂
の
「
心
変
謀
叛
」
の
様
子
と
、
玄
雅
が
赤
蜂
に
「
臣
子
之
忠
誠
之
意
」
を
尽
く
す
べ
き
こ
と
を
説
得
し
よ
う
と
し
て
「
不
睦
」
に
な
り
、
宮
古
島
が
攻
め
ら
れ
る
の
を
首
里
王
府
に
訴
え
て
、
そ
れ
を
受
け
た
王
府
が
玄
雅
父
子
の
「
指
導
」
に
よ
っ
て
「
八
重
山
征
伐
」
が
行
わ
れ
、「
逆
徒
」
を
「
追
罸
」
し
た
後
、
首
里
に
赴
く
と
「
朝
廷
」
は
「
大
嘉
」
し
て
「
二
男
祭
金
豊
見
親
」（
真
列
金
に
同
じ
）
を
八
重
山
の
「
守
護
」
に
し
た
と
あ
る
。
こ
の
「
守
護
」
は
八
重
山
頭
役
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
忠
導
氏
家
譜
』
の
叙
述
は
、
ま
さ
に
忠
導
氏
の
輝
か
し
い
歴
史
で
あ
る
。
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
に
も
、
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
に
際
し
て
「
以
二
仲
宗
根
一
為
レ
導
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
古
島
の
首
長
仲
宗
根
家
が
、
先
島
の
士
族
と
し
て
覆
氏
（
二
字
の
氏
名
）
の
「
忠
導
」
12宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
、
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
に
際
し
て
玄
雅
父
子
が
、「
為
二
官
軍
之
指
導
一
也
」
と
記
し
た
記
事
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
は
、
仲
宗
根
家
は
鯖
祖
氏
と
い
う
氏
名
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
引
用
し
た
『
球
陽
』
の
1
6
2
の
記
事
に
は
「
宮
古
山
の
鯖
祖
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
」
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
鯖
祖
氏
の
由
来
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
入
る
「
仲
宗
根
豊
見
親
末
孫
鯖
不
喰
候
事
」
に
、
玄
雅
の
「
外
戚
の
方
の
先
祖
」
に
あ
た
る
「
か
は
に
や
」
が
、「
男
子
三
人
」
の
息
子
に
欺
さ
れ
溺
れ
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
「
大
鯖
」
に
助
け
ら
れ
て
九
死
に
一
生
を
得
た
こ
と
、
ま
た
玄
雅
自
身
も
「
八
重
山
嶋
之
内
た
ん
た
干
瀬
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
乗
っ
て
い
た
船
が
座
礁
し
、
溺
れ
か
か
っ
た
と
こ
ろ
を
「
鯖
の
助
ニ
」
に
よ
っ
て
「
万
死
一
生
」
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（９）。
こ
の
う
ち
、「
か
は
に
や
」
に
つ
い
て
は
『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
に
「
嘉
播
の
親
子
共
三
兄
弟
不
孝
の
事
」
と
い
う
拡
大
さ
れ
た
記
事
が
載
る）（1
（
。
ま
た
、
玄
雅
に
つ
い
て
は
『
忠
導
氏
家
譜
』
に
「
弘
治
年
間
、
朝
見
二
中
山
一
。
帰
帆
之
時
、
遭
二
逆
風
一
、
漂
流
二
于
八
重
山
一
、
於
二
潭
陀
干
瀬
一
、
破
船
。
既
、
及
二
危
急
一
之
時
、
幸
、
以
二
鱶
之
祐
一
、
得
二
活
命
一
而
帰
島
矣
。
茲
、
玄
雅
之
苗
裔
、
迄
レ
于
レ
今
、
不
レ
食
レ
鱶
也
」
と
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
球
陽
』「
尚
真
王
四
十
六
年
」（
一
五
二
二
）
の
記
事
に
は
、
二
人
の
記
事
が
二
条
に
わ
た
っ
て
「
1
8
1
　
宮
古
山
の
鯖
祖
氏
玄
雅
宝
剣
を
献
上
す
」
と
「
1
8
2
　
附
　
宮
古
山
の
嘉
場
仁
也
、
鯖
魚
に
逢
ひ
て
命
を
救
は
る
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仲
宗
根
家
は
、「
か
は
に
や
」
と
玄
雅
が
鯖
（
鱶
）
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
末
裔
は
鯖
（
鱶
）
を
食
べ
な
か
っ
た
と
い
う
伝
承
を
持
っ
た
氏
族
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
鯖
祖
氏
と
い
う
氏
名
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
13 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
琉
球
に
は
、
鯖
（
鱶
）
あ
る
い
は
亀
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
氏
（
門
中
）
が
あ
り
、
仲
宗
根
家
の
伝
承
も
そ
の
広
が
り
の
中
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
る）（（
（
。
そ
れ
を
、
仲
宗
根
家
は
氏
名
を
忠
導
氏
に
変
更
し
た
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
、「
八
重
山
征
伐
」
に
お
け
る
首
里
軍
を
先
導
し
た
と
い
う
仲
宗
根
家
の
輝
か
し
い
歴
史
に
由
来
す
る
氏
名
を
自
ら
の
氏
名
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
球
陽
』
の
記
事
は
1
6
2
で
も
1
8
1
に
お
い
て
も
、「
忠
導
氏
」
と
は
記
し
て
お
ら
ず
、「
鯖
祖
氏
」
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
も
、
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
が
記
す
「
以
二
仲
宗
根
一
為
レ
導
」
と
い
う
叙
述
を
削
除
し
て
い
る
『
球
陽
』
の
姿
勢
は
、
一
貫
し
て
い
る
。
　
「
二
男
祭
金
豊
見
親
」
に
つ
い
て
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
は
頭
役
を
勤
め
た
の
は
「
四
年
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
「
二
世
八
重
山
豊
見
親
玄
数
」
だ
と
あ
る
。
そ
の
後
、「
三
男
知
利
真
良
豊
見
親
」
に
交
代
し
た
と
あ
る
。
こ
の
交
代
が
『
球
陽
』
が
記
す
と
こ
ろ
の
「
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
」
し
て
「
中
山
に
告
訴
」
さ
れ
、
頭
役
を
解
任
さ
れ
た
記
事
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
の
「
嶋
中
の
為
メ
勲
功
有
之
候
人
由
来
」
に
は
、
知
利
真
良
は
「
名
田
大
祖
と
申
も
の
の
聟
ニ
成
居
候
。
知
利
真
良
末
孫
、
今
頭
大
浜
親
雲
上
之
由
承
り
候
」
と
あ
り
、
知
利
真
良
の
後
は
「
八
重
山
征
服
」
に
あ
た
っ
て
勲
功
が
あ
っ
た
「
名
田
大
翁
主
」（『
球
陽
』
1
6
0
の
記
事
）
の
側
に
頭
役
が
移
譲
さ
れ
て
い
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
八
重
山
側
の
資
料
で
あ
る
『
八
重
山
島
年
来
記
』
に
は
、「
同
（
弘
治
）
十
三
庚
申
（
一
五
○
○
年
）」
の
記
事
に
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
に
か
か
わ
っ
て
貢
献
し
た
「
長
多
大
父
」
を
「
古
見
大
首
里
大
屋
子
石
垣
之
頭
職
被
仰
付
、
当
島
之
頭
是
よ
り
相
始
り
申
候
」
と
あ
る）（1
（
。
こ
の
「
長
多
大
父
」
は
、『
球
陽
』
に
で
る
「
名
田
大
翁
主
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
石
垣
之
頭
職
」
は
、
八
重
山
頭
職
の
こ
と
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を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
、
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
に
際
し
て
玄
雅
父
子
が
、「
為
二
官
軍
之
指
導
一
也
」
と
記
し
た
記
事
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
は
、
仲
宗
根
家
は
鯖
祖
氏
と
い
う
氏
名
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
引
用
し
た
『
球
陽
』
の
1
6
2
の
記
事
に
は
「
宮
古
山
の
鯖
祖
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
」
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
鯖
祖
氏
の
由
来
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
入
る
「
仲
宗
根
豊
見
親
末
孫
鯖
不
喰
候
事
」
に
、
玄
雅
の
「
外
戚
の
方
の
先
祖
」
に
あ
た
る
「
か
は
に
や
」
が
、「
男
子
三
人
」
の
息
子
に
欺
さ
れ
溺
れ
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
「
大
鯖
」
に
助
け
ら
れ
て
九
死
に
一
生
を
得
た
こ
と
、
ま
た
玄
雅
自
身
も
「
八
重
山
嶋
之
内
た
ん
た
干
瀬
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
乗
っ
て
い
た
船
が
座
礁
し
、
溺
れ
か
か
っ
た
と
こ
ろ
を
「
鯖
の
助
ニ
」
に
よ
っ
て
「
万
死
一
生
」
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（９）。
こ
の
う
ち
、「
か
は
に
や
」
に
つ
い
て
は
『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
に
「
嘉
播
の
親
子
共
三
兄
弟
不
孝
の
事
」
と
い
う
拡
大
さ
れ
た
記
事
が
載
る）（1
（
。
ま
た
、
玄
雅
に
つ
い
て
は
『
忠
導
氏
家
譜
』
に
「
弘
治
年
間
、
朝
見
二
中
山
一
。
帰
帆
之
時
、
遭
二
逆
風
一
、
漂
流
二
于
八
重
山
一
、
於
二
潭
陀
干
瀬
一
、
破
船
。
既
、
及
二
危
急
一
之
時
、
幸
、
以
二
鱶
之
祐
一
、
得
二
活
命
一
而
帰
島
矣
。
茲
、
玄
雅
之
苗
裔
、
迄
レ
于
レ
今
、
不
レ
食
レ
鱶
也
」
と
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
球
陽
』「
尚
真
王
四
十
六
年
」（
一
五
二
二
）
の
記
事
に
は
、
二
人
の
記
事
が
二
条
に
わ
た
っ
て
「
1
8
1
　
宮
古
山
の
鯖
祖
氏
玄
雅
宝
剣
を
献
上
す
」
と
「
1
8
2
　
附
　
宮
古
山
の
嘉
場
仁
也
、
鯖
魚
に
逢
ひ
て
命
を
救
は
る
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仲
宗
根
家
は
、「
か
は
に
や
」
と
玄
雅
が
鯖
（
鱶
）
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
末
裔
は
鯖
（
鱶
）
を
食
べ
な
か
っ
た
と
い
う
伝
承
を
持
っ
た
氏
族
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
鯖
祖
氏
と
い
う
氏
名
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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琉
球
に
は
、
鯖
（
鱶
）
あ
る
い
は
亀
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
氏
（
門
中
）
が
あ
り
、
仲
宗
根
家
の
伝
承
も
そ
の
広
が
り
の
中
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
る）（（
（
。
そ
れ
を
、
仲
宗
根
家
は
氏
名
を
忠
導
氏
に
変
更
し
た
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
、「
八
重
山
征
伐
」
に
お
け
る
首
里
軍
を
先
導
し
た
と
い
う
仲
宗
根
家
の
輝
か
し
い
歴
史
に
由
来
す
る
氏
名
を
自
ら
の
氏
名
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
球
陽
』
の
記
事
は
1
6
2
で
も
1
8
1
に
お
い
て
も
、「
忠
導
氏
」
と
は
記
し
て
お
ら
ず
、「
鯖
祖
氏
」
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
も
、
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
が
記
す
「
以
二
仲
宗
根
一
為
レ
導
」
と
い
う
叙
述
を
削
除
し
て
い
る
『
球
陽
』
の
姿
勢
は
、
一
貫
し
て
い
る
。
　
「
二
男
祭
金
豊
見
親
」
に
つ
い
て
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
は
頭
役
を
勤
め
た
の
は
「
四
年
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
「
二
世
八
重
山
豊
見
親
玄
数
」
だ
と
あ
る
。
そ
の
後
、「
三
男
知
利
真
良
豊
見
親
」
に
交
代
し
た
と
あ
る
。
こ
の
交
代
が
『
球
陽
』
が
記
す
と
こ
ろ
の
「
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
」
し
て
「
中
山
に
告
訴
」
さ
れ
、
頭
役
を
解
任
さ
れ
た
記
事
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
の
「
嶋
中
の
為
メ
勲
功
有
之
候
人
由
来
」
に
は
、
知
利
真
良
は
「
名
田
大
祖
と
申
も
の
の
聟
ニ
成
居
候
。
知
利
真
良
末
孫
、
今
頭
大
浜
親
雲
上
之
由
承
り
候
」
と
あ
り
、
知
利
真
良
の
後
は
「
八
重
山
征
服
」
に
あ
た
っ
て
勲
功
が
あ
っ
た
「
名
田
大
翁
主
」（『
球
陽
』
1
6
0
の
記
事
）
の
側
に
頭
役
が
移
譲
さ
れ
て
い
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
八
重
山
側
の
資
料
で
あ
る
『
八
重
山
島
年
来
記
』
に
は
、「
同
（
弘
治
）
十
三
庚
申
（
一
五
○
○
年
）」
の
記
事
に
首
里
王
府
の
「
八
重
山
征
伐
」
に
か
か
わ
っ
て
貢
献
し
た
「
長
多
大
父
」
を
「
古
見
大
首
里
大
屋
子
石
垣
之
頭
職
被
仰
付
、
当
島
之
頭
是
よ
り
相
始
り
申
候
」
と
あ
る）（1
（
。
こ
の
「
長
多
大
父
」
は
、『
球
陽
』
に
で
る
「
名
田
大
翁
主
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
石
垣
之
頭
職
」
は
、
八
重
山
頭
職
の
こ
と
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か
。
し
か
し
、「
石
垣
之
頭
職
」
と
は
宮
古
島
同
様
一
六
二
八
年
に
八
重
山
島
で
も
大
浜
・
石
垣
・
宮
良
の
三
間
切
に
分
割
し
て
三
人
の
頭
役
が
立
て
ら
れ
た
、
石
垣
間
切
の
頭
職
の
こ
と
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
年
代
が
大
き
く
ず
れ
る
。
こ
の
辺
り
の
問
題
が
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
八
重
山
島
年
来
記
』
に
は
、
八
重
山
頭
職
に
宮
古
島
の
忠
導
氏
の
者
が
就
い
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
の
歴
史
叙
述
の
間
に
も
叙
述
の
ず
れ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
玄
雅
の
後
を
継
い
で
宮
古
島
頭
職
に
な
っ
た
長
男
金
盛
の
こ
と
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
は
全
く
記
し
て
い
な
い
。
宮
古
島
頭
職
に
か
か
わ
る
そ
の
後
の
記
事
は
、
玄
数
の
弟
「
二
世
玄
屯
平
良
親
雲
上
　
童
名
馬
之
子
」
が
「
嘉
靖
元
年
壬
午
（
一
五
二
二
）
始
而
平
良
之
頭
職
」
と
あ
る
。『
御
嶽
由
来
記
』
の
「
同
嶋
頭
役
立
始
之
事
」
に
は
、「
仲
宗
根
豊
見
親
跡
職
、
豊
見
親
嫡
子
金
盛
被
仰
付
置
候
処
、
不
届
之
儀
ニ
付
、
豊
見
親
被
召
迯
候
間
、
同
人
末
弟
字
お
ま
の
こ
よ
り
平
良
大
首
里
大
屋
子
始
被
仰
付
」
と
あ
る）（1
（
。『
御
嶽
由
来
記
』
で
は
金
盛
に
つ
い
て
「
不
届
之
儀
ニ
付
、
豊
見
親
被
召
迯
候
」
と
記
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、『
球
陽
』
は
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
こ
と
が
王
府
に
知
ら
れ
て
、
そ
れ
を
糺
す
使
者
が
宮
古
島
に
到
着
す
る
ま
で
に
「
病
に
罹
り
、
蚤
亡
（
早
死
）」
云
々
と
具
体
的
に
記
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、『
忠
導
氏
家
譜
』
は
記
し
て
い
な
い
が
、『
御
嶽
由
来
記
』
に
は
「
二
世
玄
屯
」（
馬
之
子
）
は
、
玄
雅
の
末
の
子
だ
と
あ
る
。
さ
ら
に
、『
御
嶽
由
来
記
』
は
「
三
四
年
迄
頭
ハ
平
良
壱
人
ニ
て
候
処
、
其
後
御
重
字
ま
ふ
ん
と
の
よ
り
頭
下
地
大
首
里
大
屋
子
始
被
仰
付
、
両
頭
ニ
て
候
」
と
な
り
、「
万
暦
三
拾
七
年
」（
一
六
○
九
）
に
「
国
仲
与
人
」
が
「
御
供
奉
」
し
た
時
に
「
国
仲
与
人
よ
り
頭
砂
川
大
首
里
大
屋
子
始
被
下
候
。
以
来
三
人
ニ
て
勤
仕
候
事
」
と
あ
る
。
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こ
の
記
事
は
年
紀
が
異
な
る
が
、『
球
陽
』「
尚
豊
王
八
年
」（
一
六
二
八
）
の
「
2
8
4
　
麻
姑
山
、
始
め
て
平
良
・
下
地
・
砂
川
の
三
郡
に
分
つ
」
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
二
世
玄
屯
」
が
継
い
だ
「
平
良
之
頭
職
」
も
、
や
が
て
は
宮
古
島
を
三
つ
の
間
切
に
分
割
し
た
際
の
ひ
と
つ
の
間
切
の
頭
職
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。〈金
盛
の
娘
、
マ
ブ
ナ
リ
の
悲
劇
譚
〉
『
球
陽
』
の
1
6
2
の
記
事
と
対
応
し
た
『
忠
導
氏
家
譜
』
の
記
事
と
の
ず
れ
が
さ
ら
に
大
き
い
の
は
、
三
年
に
わ
た
る
「
人
婢
」
の
果
て
の
帰
郷
の
途
次
、
遭
難
し
て
多
良
間
島
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
「
二
女
」
の
叙
述
で
あ
る
。
こ
の
「
二
女
」
の
記
事
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
に
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
は
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』（
一
七
五
二
年
）
に
「
仲
屋
金
盛
豊
見
親
女
子
真
不
な
り
と
言
ふ
女
童
王
城
の
宮
仕
被
仰
出
候
由
来
の
事
」
が
あ
り）（1
（
、
こ
の
記
事
の
元
に
な
っ
た
資
料
が
『
球
陽
』
に
反
映
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
、
我
々
が
み
る
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
は
『
球
陽
』
の
成
立
後
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
（
一
七
四
八
年
）
の
端
書
き
に
「
粤
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
と
い
ふ
人
あ
り
。（
任
友
利
首
里
大
屋
子
）
博
学
に
し
て
好
古
長
者
也
。
暇
の
日
、
番
字
を
以
宮
古
嶋
の
古
事
を
誌
さ
る
。
其
事
最
盡
せ
り
。
丁
卯
（
一
七
四
七
年
）
の
秋
、
下
官
在
番
の
令
を
請
て
記
事
し
ら
べ
侍
り
し
に
、
大
主
が
誌
す
所
の
物
語
を
以
、
其
の
言
葉
の
繁
き
も
の
を
は
是
を
苅
、
略
せ
る
も
の
を
は
こ
れ
を
補
ひ
、
番
字
、
和
字
を
雑
へ
て
、
こ
れ
を
校
正
し
て
宮
古
島
記
事
仕
次
と
い
ふ
。
是
則
大
主
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か
。
し
か
し
、「
石
垣
之
頭
職
」
と
は
宮
古
島
同
様
一
六
二
八
年
に
八
重
山
島
で
も
大
浜
・
石
垣
・
宮
良
の
三
間
切
に
分
割
し
て
三
人
の
頭
役
が
立
て
ら
れ
た
、
石
垣
間
切
の
頭
職
の
こ
と
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
年
代
が
大
き
く
ず
れ
る
。
こ
の
辺
り
の
問
題
が
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
八
重
山
島
年
来
記
』
に
は
、
八
重
山
頭
職
に
宮
古
島
の
忠
導
氏
の
者
が
就
い
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
の
歴
史
叙
述
の
間
に
も
叙
述
の
ず
れ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
玄
雅
の
後
を
継
い
で
宮
古
島
頭
職
に
な
っ
た
長
男
金
盛
の
こ
と
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
は
全
く
記
し
て
い
な
い
。
宮
古
島
頭
職
に
か
か
わ
る
そ
の
後
の
記
事
は
、
玄
数
の
弟
「
二
世
玄
屯
平
良
親
雲
上
　
童
名
馬
之
子
」
が
「
嘉
靖
元
年
壬
午
（
一
五
二
二
）
始
而
平
良
之
頭
職
」
と
あ
る
。『
御
嶽
由
来
記
』
の
「
同
嶋
頭
役
立
始
之
事
」
に
は
、「
仲
宗
根
豊
見
親
跡
職
、
豊
見
親
嫡
子
金
盛
被
仰
付
置
候
処
、
不
届
之
儀
ニ
付
、
豊
見
親
被
召
迯
候
間
、
同
人
末
弟
字
お
ま
の
こ
よ
り
平
良
大
首
里
大
屋
子
始
被
仰
付
」
と
あ
る）（1
（
。『
御
嶽
由
来
記
』
で
は
金
盛
に
つ
い
て
「
不
届
之
儀
ニ
付
、
豊
見
親
被
召
迯
候
」
と
記
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、『
球
陽
』
は
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
こ
と
が
王
府
に
知
ら
れ
て
、
そ
れ
を
糺
す
使
者
が
宮
古
島
に
到
着
す
る
ま
で
に
「
病
に
罹
り
、
蚤
亡
（
早
死
）」
云
々
と
具
体
的
に
記
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、『
忠
導
氏
家
譜
』
は
記
し
て
い
な
い
が
、『
御
嶽
由
来
記
』
に
は
「
二
世
玄
屯
」（
馬
之
子
）
は
、
玄
雅
の
末
の
子
だ
と
あ
る
。
さ
ら
に
、『
御
嶽
由
来
記
』
は
「
三
四
年
迄
頭
ハ
平
良
壱
人
ニ
て
候
処
、
其
後
御
重
字
ま
ふ
ん
と
の
よ
り
頭
下
地
大
首
里
大
屋
子
始
被
仰
付
、
両
頭
ニ
て
候
」
と
な
り
、「
万
暦
三
拾
七
年
」（
一
六
○
九
）
に
「
国
仲
与
人
」
が
「
御
供
奉
」
し
た
時
に
「
国
仲
与
人
よ
り
頭
砂
川
大
首
里
大
屋
子
始
被
下
候
。
以
来
三
人
ニ
て
勤
仕
候
事
」
と
あ
る
。
15 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
こ
の
記
事
は
年
紀
が
異
な
る
が
、『
球
陽
』「
尚
豊
王
八
年
」（
一
六
二
八
）
の
「
2
8
4
　
麻
姑
山
、
始
め
て
平
良
・
下
地
・
砂
川
の
三
郡
に
分
つ
」
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
二
世
玄
屯
」
が
継
い
だ
「
平
良
之
頭
職
」
も
、
や
が
て
は
宮
古
島
を
三
つ
の
間
切
に
分
割
し
た
際
の
ひ
と
つ
の
間
切
の
頭
職
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。〈金
盛
の
娘
、
マ
ブ
ナ
リ
の
悲
劇
譚
〉
『
球
陽
』
の
1
6
2
の
記
事
と
対
応
し
た
『
忠
導
氏
家
譜
』
の
記
事
と
の
ず
れ
が
さ
ら
に
大
き
い
の
は
、
三
年
に
わ
た
る
「
人
婢
」
の
果
て
の
帰
郷
の
途
次
、
遭
難
し
て
多
良
間
島
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
「
二
女
」
の
叙
述
で
あ
る
。
こ
の
「
二
女
」
の
記
事
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
に
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
は
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』（
一
七
五
二
年
）
に
「
仲
屋
金
盛
豊
見
親
女
子
真
不
な
り
と
言
ふ
女
童
王
城
の
宮
仕
被
仰
出
候
由
来
の
事
」
が
あ
り）（1
（
、
こ
の
記
事
の
元
に
な
っ
た
資
料
が
『
球
陽
』
に
反
映
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
、
我
々
が
み
る
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
は
『
球
陽
』
の
成
立
後
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
（
一
七
四
八
年
）
の
端
書
き
に
「
粤
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
と
い
ふ
人
あ
り
。（
任
友
利
首
里
大
屋
子
）
博
学
に
し
て
好
古
長
者
也
。
暇
の
日
、
番
字
を
以
宮
古
嶋
の
古
事
を
誌
さ
る
。
其
事
最
盡
せ
り
。
丁
卯
（
一
七
四
七
年
）
の
秋
、
下
官
在
番
の
令
を
請
て
記
事
し
ら
べ
侍
り
し
に
、
大
主
が
誌
す
所
の
物
語
を
以
、
其
の
言
葉
の
繁
き
も
の
を
は
是
を
苅
、
略
せ
る
も
の
を
は
こ
れ
を
補
ひ
、
番
字
、
和
字
を
雑
へ
て
、
こ
れ
を
校
正
し
て
宮
古
島
記
事
仕
次
と
い
ふ
。
是
則
大
主
16宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
か
い
に
し
を
こ
の
む
の
雅
意
を
本
と
し
て
後
の
識
者
を
待
も
の
な
ら
し
」
と
あ
り
、『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
は
「
番
字
を
以
宮
古
嶋
の
古
事
を
誌
さ
る
」
と
い
う
「
記
事
」
を
「
校
正
し
て
」
書
い
た
書
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
端
書
き
は
『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
が
「
在
番
筆
者
明
有
文
長
良
」
に
よ
る
書
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
明
有
文
長
良
」
は
、『
浮
縄
雅
文
集
』
に
名
が
み
え
る
「
伊
是
名
筑
登
之
親
雲
上
」
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る）（1
（
。『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
に
は
「
真
保
那
瑠
」
の
物
語
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
に
記
さ
れ
た
「
仲
屋
金
盛
豊
見
親
女
子
真
不
な
り
と
言
ふ
女
童
王
城
の
宮
仕
被
仰
出
候
由
来
の
事
」
が
和
文
学
的
な
教
養
で
潤
色
さ
れ
大
き
く
拡
大
し
た
記
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
和
文
学
に
造
詣
が
あ
る
「
明
有
文
長
良
」
が
「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
と
い
ふ
人
」
が
記
し
た
と
い
う
「
記
事
」
を
元
に
、
大
き
く
書
き
替
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
宮
古
島
記
事
仕
次
0
0
』
と
い
う
書
名
も
、『
宮
古
島
記
事
』
と
い
う
書
を
前
提
に
し
て
お
り
、
こ
れ
が
『
球
陽
』
の
1
6
2
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
「
仲
屋
金
盛
豊
見
親
女
子
真
不
な
り
と
言
ふ
女
童
王
城
の
宮
仕
被
仰
出
候
由
来
の
事
」
は
、
以
下
の
記
事
で
あ
る
。
右
嘉
靖
年
間
之
頃
、
宮
古
嶋
仲
井
勢
頭
と
言
佞
人
有
之
候
。
金
盛
豊
見
親
嶋
之
主
に
て
驕
奢
を
起
し
、
心
侭
無
罪
人
を
害
し
候
段
、
御
国
元
へ
讒
訴
仕
候
。
金
盛
罪
科
白
状
難
遁
と
思
候
哉
、
仲
井
勢
頭
を
打
果
、
其
身
は
自
害
仕
候
。
其
頃
罪
人
之
子
共
ハ
御
国
元
へ
捕
登
せ
、
御
城
お
や
け
く
被
仰
付
た
る
由
候
。
此
真
不
な
り
も
同
前
罷
登
候
付
、
時
之
人
右
17 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
次
第
の
あ
や
こ
を
作
り
、
不
な
り
慕
ひ
唱
来
候
。
然
は
真
不
な
り
事
、
容
顔
美
麗
生
質
能
為
有
之
由
候
。
然
は
多
年
内
裏
ニ
御
奉
公
相
勤
恭
も
、
蒙
御
寵
愛
終
に
御
免
許
被
仰
出
候
。
依
之
嶋
へ
帰
帆
之
砌
洋
中
逢
逆
風
ニ
多
良
間
嶋
へ
漂
流
、
高
干
瀬
と
申
所
へ
舩
致
破
損
、
乗
組
人
数
散
乱
に
罷
成
候
。
真
不
な
り
ハ
万
死
一
生
之
躰
に
て
寄
揚
候
を
、
塩
川
村
仲
井
ワ
か
ん
と
申
も
の
見
付
急
き
浜
へ
抱
登
せ
、
余
れ
美
麗
之
容
貌
難
忍
、
為
致
奸
婬
由
ニ
付
、
真
不
な
り
ハ
其
儘
息
絶
為
申
（
以
下
、
省
略
）
『
球
陽
』
の
1
6
2
が
記
す
金
盛
の
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
は
、
金
盛
が
「
仲
井
勢
頭
と
言
佞
人
」
に
よ
っ
て
「
無
罪
人
を
害
」
す
罪
を
犯
し
、
そ
の
罪
科
を
遁
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
「
自
害
」
し
た
と
あ
る）（1
（
。
ま
た
、『
球
陽
』
が
記
す
「
人
婢
」
と
な
っ
た
「
二
女
」
に
つ
い
て
は
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
は
、
こ
れ
が
金
盛
の
娘
、
真
不
な
り
（
マ
ブ
ナ
リ
）
で
あ
る
と
し
て
、「
容
顔
美
麗
」
で
性
質
が
勝
れ
た
女
性
で
あ
り
、「
多
年
内
裏
ニ
御
奉
公
」
し
て
国
王
の
「
御
寵
愛
」
を
受
け
た
人
物
だ
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
漸
く
奉
公
が
免
除
さ
れ
て
帰
国
す
る
時
に
遭
難
し
、「
万
死
一
生
之
躰
」
で
多
良
間
島
に
漂
着
し
た
が
、
美
貌
の
た
め
に
介
護
し
た
「
仲
井
ワ
か
ん
と
申
も
の
」
に
「
奸
婬
」
さ
れ
息
絶
え
た
と
あ
る
。
省
略
し
た
記
事
の
後
半
で
は
、
マ
ブ
ナ
リ
は
「
や
ら
不
立
よ
の
し
」
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
、「
ふ
た
津
瀬
と
申
所
」
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
記
事
は
、
マ
ブ
ナ
リ
の
「
容
顔
美
麗
」
を
記
し
て
そ
れ
故
に
国
王
か
ら
の
寵
愛
を
受
け
る
が
、
多
良
間
島
に
漂
着
し
た
際
は
そ
の
美
貌
故
に
強
姦
さ
れ
て
死
に
至
る
と
い
う
悲
劇
を
記
し
て
い
16宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
か
い
に
し
を
こ
の
む
の
雅
意
を
本
と
し
て
後
の
識
者
を
待
も
の
な
ら
し
」
と
あ
り
、『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
は
「
番
字
を
以
宮
古
嶋
の
古
事
を
誌
さ
る
」
と
い
う
「
記
事
」
を
「
校
正
し
て
」
書
い
た
書
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
端
書
き
は
『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
が
「
在
番
筆
者
明
有
文
長
良
」
に
よ
る
書
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
明
有
文
長
良
」
は
、『
浮
縄
雅
文
集
』
に
名
が
み
え
る
「
伊
是
名
筑
登
之
親
雲
上
」
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る）（1
（
。『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
に
は
「
真
保
那
瑠
」
の
物
語
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
に
記
さ
れ
た
「
仲
屋
金
盛
豊
見
親
女
子
真
不
な
り
と
言
ふ
女
童
王
城
の
宮
仕
被
仰
出
候
由
来
の
事
」
が
和
文
学
的
な
教
養
で
潤
色
さ
れ
大
き
く
拡
大
し
た
記
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
和
文
学
に
造
詣
が
あ
る
「
明
有
文
長
良
」
が
「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
と
い
ふ
人
」
が
記
し
た
と
い
う
「
記
事
」
を
元
に
、
大
き
く
書
き
替
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
宮
古
島
記
事
仕
次
0
0
』
と
い
う
書
名
も
、『
宮
古
島
記
事
』
と
い
う
書
を
前
提
に
し
て
お
り
、
こ
れ
が
『
球
陽
』
の
1
6
2
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
「
仲
屋
金
盛
豊
見
親
女
子
真
不
な
り
と
言
ふ
女
童
王
城
の
宮
仕
被
仰
出
候
由
来
の
事
」
は
、
以
下
の
記
事
で
あ
る
。
右
嘉
靖
年
間
之
頃
、
宮
古
嶋
仲
井
勢
頭
と
言
佞
人
有
之
候
。
金
盛
豊
見
親
嶋
之
主
に
て
驕
奢
を
起
し
、
心
侭
無
罪
人
を
害
し
候
段
、
御
国
元
へ
讒
訴
仕
候
。
金
盛
罪
科
白
状
難
遁
と
思
候
哉
、
仲
井
勢
頭
を
打
果
、
其
身
は
自
害
仕
候
。
其
頃
罪
人
之
子
共
ハ
御
国
元
へ
捕
登
せ
、
御
城
お
や
け
く
被
仰
付
た
る
由
候
。
此
真
不
な
り
も
同
前
罷
登
候
付
、
時
之
人
右
17 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
次
第
の
あ
や
こ
を
作
り
、
不
な
り
慕
ひ
唱
来
候
。
然
は
真
不
な
り
事
、
容
顔
美
麗
生
質
能
為
有
之
由
候
。
然
は
多
年
内
裏
ニ
御
奉
公
相
勤
恭
も
、
蒙
御
寵
愛
終
に
御
免
許
被
仰
出
候
。
依
之
嶋
へ
帰
帆
之
砌
洋
中
逢
逆
風
ニ
多
良
間
嶋
へ
漂
流
、
高
干
瀬
と
申
所
へ
舩
致
破
損
、
乗
組
人
数
散
乱
に
罷
成
候
。
真
不
な
り
ハ
万
死
一
生
之
躰
に
て
寄
揚
候
を
、
塩
川
村
仲
井
ワ
か
ん
と
申
も
の
見
付
急
き
浜
へ
抱
登
せ
、
余
れ
美
麗
之
容
貌
難
忍
、
為
致
奸
婬
由
ニ
付
、
真
不
な
り
ハ
其
儘
息
絶
為
申
（
以
下
、
省
略
）
『
球
陽
』
の
1
6
2
が
記
す
金
盛
の
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
は
、
金
盛
が
「
仲
井
勢
頭
と
言
佞
人
」
に
よ
っ
て
「
無
罪
人
を
害
」
す
罪
を
犯
し
、
そ
の
罪
科
を
遁
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
「
自
害
」
し
た
と
あ
る）（1
（
。
ま
た
、『
球
陽
』
が
記
す
「
人
婢
」
と
な
っ
た
「
二
女
」
に
つ
い
て
は
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
は
、
こ
れ
が
金
盛
の
娘
、
真
不
な
り
（
マ
ブ
ナ
リ
）
で
あ
る
と
し
て
、「
容
顔
美
麗
」
で
性
質
が
勝
れ
た
女
性
で
あ
り
、「
多
年
内
裏
ニ
御
奉
公
」
し
て
国
王
の
「
御
寵
愛
」
を
受
け
た
人
物
だ
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
漸
く
奉
公
が
免
除
さ
れ
て
帰
国
す
る
時
に
遭
難
し
、「
万
死
一
生
之
躰
」
で
多
良
間
島
に
漂
着
し
た
が
、
美
貌
の
た
め
に
介
護
し
た
「
仲
井
ワ
か
ん
と
申
も
の
」
に
「
奸
婬
」
さ
れ
息
絶
え
た
と
あ
る
。
省
略
し
た
記
事
の
後
半
で
は
、
マ
ブ
ナ
リ
は
「
や
ら
不
立
よ
の
し
」
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
、「
ふ
た
津
瀬
と
申
所
」
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
記
事
は
、
マ
ブ
ナ
リ
の
「
容
顔
美
麗
」
を
記
し
て
そ
れ
故
に
国
王
か
ら
の
寵
愛
を
受
け
る
が
、
多
良
間
島
に
漂
着
し
た
際
は
そ
の
美
貌
故
に
強
姦
さ
れ
て
死
に
至
る
と
い
う
悲
劇
を
記
し
て
い
18宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
る
。
金
盛
に
つ
い
て
も
、
当
初
か
ら
「
驕
奢
」
な
人
物
で
は
な
く
、「
佞
人
」
に
欺
さ
れ
た
結
果
と
し
て
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
人
物
だ
と
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
の
元
に
な
っ
た
資
料
は
、「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
と
い
ふ
人
」
が
「
番
字
を
以
宮
古
嶋
の
古
事
を
誌
」
し
た
と
い
う
「
記
事
」
で
あ
っ
た）（1
（
。
す
な
わ
ち
、
「
記
事
」
は
「
忠
導
氏
」
の
一
族
が
記
し
た
書
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
先
祖
に
あ
た
る
人
物
に
は
同
情
的
で
あ
る
。
金
盛
と
マ
ブ
ナ
リ
の
叙
述
が
全
体
的
に
悲
劇
的
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
祖
の
理
不
尽
な
死
を
悼
む
思
い
が
底
流
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
球
陽
』
は
金
盛
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
を
記
さ
ず
た
だ
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
王
府
は
そ
の
罪
科
を
糺
す
と
し
て
使
者
を
送
っ
た
と
あ
っ
て
、
金
盛
の
「
驕
奢
」
を
生
来
か
ら
の
も
の
だ
と
印
象
付
け
る
叙
述
に
し
て
い
る
。
マ
ブ
ナ
リ
に
つ
い
て
も
そ
の
美
貌
に
つ
い
て
の
叙
述
は
全
く
な
く
、
た
だ
「
人
婢
」
と
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
強
姦
さ
れ
て
息
絶
え
た
と
い
う
叙
述
も
な
い
。『
球
陽
』
は
、
悲
劇
性
を
薄
め
た
叙
述
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
下
欣
一
は
「
ノ
ロ
（
奄
美
）
の
聖
性
と
死
―
悲
劇
の
発
生
」
で
、
喜
界
島
、
与
路
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
に
伝
わ
る
ノ
ロ
の
琉
球
渡
海
伝
承
を
取
り
上
げ
て
、
喜
界
島
を
除
く
伝
承
が
い
ず
れ
も
悲
劇
的
な
死
を
遂
げ
る
悲
劇
譚
に
な
る
問
題
を
考
察
し
て
い
る）（1
（
。
山
下
は
、
こ
れ
ら
の
話
し
は
共
通
し
て
「
民
俗
社
会
か
ら
「
外
」
へ
の
出
発
が
ま
ず
話
さ
れ
て
」、「
そ
の
「
外
」
に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
事
件
が
惹
起
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ノ
ロ
は
「
そ
の
占
め
る
位
置
が
境
界
領
域
に
あ
っ
た
た
め
に
、
き
わ
め
て
危
険
な
状
態
に
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
ノ
ロ
は
独
身
、
美
人
、
黒
髪
長
き
人
で
あ
り
、
日
常
で
も
多
く
の
制
約
が
あ
っ
て
、
19 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
限
り
な
く
カ
ミ
の
世
界
に
接
近
し
て
い
る
人
で
も
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
伝
承
は
、
ノ
ロ
が
「
聖
性
を
高
め
る
た
め
の
渡
海
と
も
呼
ぶ
べ
き
」
外
部
世
界
で
あ
る
「
琉
球
」
に
赴
く
機
会
が
あ
り
、
美
貌
の
持
ち
主
故
に
事
件
に
遭
遇
し
、
そ
の
遭
遇
し
た
事
件
の
為
に
聖
性
が
け
が
さ
れ
、
結
果
と
し
て
帰
郷
の
途
次
等
で
悲
劇
が
惹
起
す
る
と
い
う
展
開
に
な
る
。
山
下
が
奄
美
の
事
例
で
抽
出
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
類
型
の
悲
劇
譚
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
琉
球
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
数
例
を
紹
介
す
る
。
92
　
流
さ
れ
た
祝
女
　
　
　
話
者
　
上
原
宏
（
字
南
後
ヌ
イ
キ
バ
ル
屋
　
明
治
32
年
9
月
25
日
生
　
男
）
浦
添
に
小
湾
と
言
う
所
が
あ
り
ま
す
。
別
荘
の
あ
る
処
で
す
。
そ
こ
の
後
ろ
に
前
門
と
い
う
屋
号
の
家
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
娘
が
ノ
ロ
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
私
の
家
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
方
が
そ
の
人
で
す
。
そ
の
ノ
ロ
が
、
ど
う
し
て
渡
名
喜
に
来
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
あ
の
別
荘
の
主
人
ボ
ー
ジ
大
主
（
尚
こ
う
王
）
と
い
う
人
が
、
そ
の
ノ
ロ
を
奉
公
人
と
し
て
雇
っ
た
。
そ
こ
で
何
年
仕
え
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
つ
い
に
妊
娠
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
で
ノ
ロ
の
身
分
で
夫
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
死
刑
に
値
い
す
る
大
き
な
罪
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
公
事
に
自
首
し
て
罪
を
あ
が
な
お
う
と
し
て
い
た
時
に
、
実
家
の
者
達
が
、
舟
を
造
っ
て
島
流
し
に
し
て
く
れ
た
。
流
さ
れ
た
先
が
渡
名
喜
島
で
す
よ
。
郷
里
で
は
、
チ
ー
神
山
島
に
流
し
た
と
言
っ
て
申
し
開
き
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
チ
ー
神
山
島
は
那
覇
港
を
出
て
の
洋
上
に
見
え
る
島
で
、
無
人
島
で
現
在
燈
台
が
立
っ
て
い
る
所
で
す
。
秘
密
の
島
流
し
で
す
か
ら
、
人
に
知
ら
れ
た
ら
死
罪
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
流
れ
流
れ
て
な
ん
と
か
渡
名
喜
に
漂
着
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
渡
名
18宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
る
。
金
盛
に
つ
い
て
も
、
当
初
か
ら
「
驕
奢
」
な
人
物
で
は
な
く
、「
佞
人
」
に
欺
さ
れ
た
結
果
と
し
て
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
人
物
だ
と
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
の
元
に
な
っ
た
資
料
は
、「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
と
い
ふ
人
」
が
「
番
字
を
以
宮
古
嶋
の
古
事
を
誌
」
し
た
と
い
う
「
記
事
」
で
あ
っ
た）（1
（
。
す
な
わ
ち
、
「
記
事
」
は
「
忠
導
氏
」
の
一
族
が
記
し
た
書
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
先
祖
に
あ
た
る
人
物
に
は
同
情
的
で
あ
る
。
金
盛
と
マ
ブ
ナ
リ
の
叙
述
が
全
体
的
に
悲
劇
的
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
祖
の
理
不
尽
な
死
を
悼
む
思
い
が
底
流
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
球
陽
』
は
金
盛
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
を
記
さ
ず
た
だ
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
王
府
は
そ
の
罪
科
を
糺
す
と
し
て
使
者
を
送
っ
た
と
あ
っ
て
、
金
盛
の
「
驕
奢
」
を
生
来
か
ら
の
も
の
だ
と
印
象
付
け
る
叙
述
に
し
て
い
る
。
マ
ブ
ナ
リ
に
つ
い
て
も
そ
の
美
貌
に
つ
い
て
の
叙
述
は
全
く
な
く
、
た
だ
「
人
婢
」
と
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
強
姦
さ
れ
て
息
絶
え
た
と
い
う
叙
述
も
な
い
。『
球
陽
』
は
、
悲
劇
性
を
薄
め
た
叙
述
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
下
欣
一
は
「
ノ
ロ
（
奄
美
）
の
聖
性
と
死
―
悲
劇
の
発
生
」
で
、
喜
界
島
、
与
路
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
に
伝
わ
る
ノ
ロ
の
琉
球
渡
海
伝
承
を
取
り
上
げ
て
、
喜
界
島
を
除
く
伝
承
が
い
ず
れ
も
悲
劇
的
な
死
を
遂
げ
る
悲
劇
譚
に
な
る
問
題
を
考
察
し
て
い
る）（1
（
。
山
下
は
、
こ
れ
ら
の
話
し
は
共
通
し
て
「
民
俗
社
会
か
ら
「
外
」
へ
の
出
発
が
ま
ず
話
さ
れ
て
」、「
そ
の
「
外
」
に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
事
件
が
惹
起
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ノ
ロ
は
「
そ
の
占
め
る
位
置
が
境
界
領
域
に
あ
っ
た
た
め
に
、
き
わ
め
て
危
険
な
状
態
に
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
ノ
ロ
は
独
身
、
美
人
、
黒
髪
長
き
人
で
あ
り
、
日
常
で
も
多
く
の
制
約
が
あ
っ
て
、
19 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
限
り
な
く
カ
ミ
の
世
界
に
接
近
し
て
い
る
人
で
も
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
伝
承
は
、
ノ
ロ
が
「
聖
性
を
高
め
る
た
め
の
渡
海
と
も
呼
ぶ
べ
き
」
外
部
世
界
で
あ
る
「
琉
球
」
に
赴
く
機
会
が
あ
り
、
美
貌
の
持
ち
主
故
に
事
件
に
遭
遇
し
、
そ
の
遭
遇
し
た
事
件
の
為
に
聖
性
が
け
が
さ
れ
、
結
果
と
し
て
帰
郷
の
途
次
等
で
悲
劇
が
惹
起
す
る
と
い
う
展
開
に
な
る
。
山
下
が
奄
美
の
事
例
で
抽
出
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
類
型
の
悲
劇
譚
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
琉
球
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
数
例
を
紹
介
す
る
。
92
　
流
さ
れ
た
祝
女
　
　
　
話
者
　
上
原
宏
（
字
南
後
ヌ
イ
キ
バ
ル
屋
　
明
治
32
年
9
月
25
日
生
　
男
）
浦
添
に
小
湾
と
言
う
所
が
あ
り
ま
す
。
別
荘
の
あ
る
処
で
す
。
そ
こ
の
後
ろ
に
前
門
と
い
う
屋
号
の
家
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
娘
が
ノ
ロ
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
私
の
家
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
方
が
そ
の
人
で
す
。
そ
の
ノ
ロ
が
、
ど
う
し
て
渡
名
喜
に
来
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
あ
の
別
荘
の
主
人
ボ
ー
ジ
大
主
（
尚
こ
う
王
）
と
い
う
人
が
、
そ
の
ノ
ロ
を
奉
公
人
と
し
て
雇
っ
た
。
そ
こ
で
何
年
仕
え
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
つ
い
に
妊
娠
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
で
ノ
ロ
の
身
分
で
夫
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
死
刑
に
値
い
す
る
大
き
な
罪
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
公
事
に
自
首
し
て
罪
を
あ
が
な
お
う
と
し
て
い
た
時
に
、
実
家
の
者
達
が
、
舟
を
造
っ
て
島
流
し
に
し
て
く
れ
た
。
流
さ
れ
た
先
が
渡
名
喜
島
で
す
よ
。
郷
里
で
は
、
チ
ー
神
山
島
に
流
し
た
と
言
っ
て
申
し
開
き
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
チ
ー
神
山
島
は
那
覇
港
を
出
て
の
洋
上
に
見
え
る
島
で
、
無
人
島
で
現
在
燈
台
が
立
っ
て
い
る
所
で
す
。
秘
密
の
島
流
し
で
す
か
ら
、
人
に
知
ら
れ
た
ら
死
罪
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
流
れ
流
れ
て
な
ん
と
か
渡
名
喜
に
漂
着
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
渡
名
20宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
喜
に
着
い
て
、
私
の
祖
先
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
お
ば
あ
さ
ん
が
引
き
取
っ
て
育
て
て
、
そ
し
て
、
そ
の
人
の
産
ん
だ
子
供
か
ら
子
孫
が
生
ま
れ
て
、
現
在
の
イ
キ
バ
ル
屋
を
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
す）（1
（
。
11
　
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
　
　
　
話
者
　
比
嘉
喜
八
（
明
治
42
年
8
月
21
日
生
）
東
恩
納
東ひじ
ゃ
う
ん
な
ぬ
ー
る
恩
納
祝
女
が
ひ
じ
ょ
う
に
美
人
で
あ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
首
里
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
る
時
に
、
東ひじ
ゃ
う
ん
な
ぬ
ー
る
恩
納
祝
女
は
道みち
中なか
で
ら
致
さ
れ
て
し
ま
っ
た
で
す
ね
、
目
的
地
の
首
里
に
行
き
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ん
で
す
よ
。
そ
っ
て
、
帰
っ
て
き
た
ら
で
す
ね
。
兄
弟
で
あ
る
兄
の
方
が
で
す
ね
、
せ
っ
か
ん
し
た
ら
し
い
で
す
ね
。「
お
ま
え
は
大
き
な
使
命
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
そ
の
目
的
を
果
た
さ
な
い
で
、
途
中
で
ら
致
さ
れ
た
か
」
と
い
っ
て
お
こ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
か
ら
、
そ
の
祝ぬー
る女
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
て
、
自
分
は
き
れ
い
な
た
め
に
、
こ
ん
な
目
に
あ
っ
て
し
ま
い
、
も
う
生
き
て
大
事
な
祝
女
職
を
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
自
殺
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
東
恩
納
の
海
の
テ
ィ
グ
ミ
の
ウ
ァ
ー
ラ
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
も
ん
だ
か
ら
、
東
恩
納
の
人
が
で
す
ね
、「
こ
の
祝の
女ろ
は
目
的
も
果
た
せ
な
い
で
、
途
中
で
ら
致
さ
れ
て
、
し
か
も
ま
た
、
海
に
落
ち
て
死
ん
で
お
る
か
ら
、
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
に
は
入
れ
る
な
道
に
で
も
埋
め
て
お
け
」
と
い
っ
て
ね
、
道みち
中なか
に
葬
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ん
で
す
よ
、
道みち
中なか
に
。
本
当
は
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
、
ト
ゥ
ー
ル
墓ばか
に
葬
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
道みち
中なか
に
葬
ら
れ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。
そ
っ
て
、
そ
の
道みち
中なか
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
、
そ
の
墓
が
で
す
ね
、
美みが
ー
び
ら
川
坂
に
降
り
て
い
く
時
の
右
側
に
あ
る
。（
以
下
、
省
略
））11
（
21 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
「
流
さ
れ
た
祝
女
」
は
「
イ
キ
バ
ル
屋
」
の
先
祖
の
話
し
と
し
て
、
伝
え
ら
れ
た
伝
承
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
山
下
が
唯
一
例
外
と
し
た
ノ
ロ
の
「
幸
福
な
一
生
」
で
終
わ
る
喜
界
島
の
事
例
と
重
な
る
要
素
を
持
つ
が
、
前
半
は
ノ
ロ
の
悲
劇
譚
で
あ
る
。
ノ
ロ
は
小
湾
に
あ
る
別
荘
に
滞
在
し
て
い
た
「
ボ
ー
ジ
大
主
」（
坊
主
大
主
）
と
い
わ
れ
た
尚
灝
王
に
仕
え
て
懐
妊
し
、
そ
の
た
め
に
罪
に
と
わ
れ
「
チ
ー
神
山
島
」（
チ
ー
ビ
シ
か
）
に
島
流
し
に
な
っ
た
が
、
渡
名
喜
島
に
流
れ
着
く
。
そ
れ
を
「
イ
キ
バ
ル
屋
」
の
先
祖
が
救
助
し
て
育
て
た
と
い
う
話
し
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
ノ
ロ
の
出
身
地
で
あ
る
浦
添
の
小
湾
に
も
「
仲
西
ヌ
ー
ル
」
と
い
う
伝
承
で
伝
わ
る）1（
（
。
伝
承
は
、
た
い
へ
ん
な
美
人
で
あ
っ
た
「
仲
西
ヌ
ー
ル
」
は
密
通
し
て
懐
妊
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
「
勝
連
バ
ー
マ
掟
」
と
い
う
者
の
口
か
ら
広
が
っ
て
、
島
流
し
の
罰
を
受
け
る
。
船
が
チ
ー
ビ
シ
の
側
を
漂
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
渡
名
喜
島
の
漁
師
に
発
見
さ
れ
て
、
美
人
故
に
渡
名
喜
島
に
連
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
、
漁
師
の
妻
に
な
っ
て
渡
名
喜
島
で
暮
ら
す
。
た
だ
、
最
初
の
子
供
は
浦
添
の
小
湾
の
「
前
門
」
の
「
比
嘉
親
雲
上
」
の
子
だ
と
分
か
っ
て
、「
終
戦
ま
で
」
渡
名
喜
の
人
達
は
小
湾
の
「
前
門
」
の
家
に
拝
み
に
き
て
い
た
と
い
う
。
こ
ち
ら
は
、「
前
門
」
に
伝
わ
る
伝
承
で
あ
る
。
ノ
ロ
が
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
る
の
は
、「
独
身
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
懐
妊
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
聖
性
を
汚
し
た
と
し
て
罪
に
と
わ
れ
島
流
し
に
あ
う
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
二
つ
の
話
し
で
は
、
渡
海
の
叙
述
は
事
件
（
懐
妊
）
の
発
生
後
に
な
っ
て
お
り
、「
外
」
の
世
界
に
赴
く
渡
海
の
モ
チ
ー
フ
は
、
島
流
し
と
い
う
罪
に
と
わ
れ
た
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
伝
承
が
「
イ
キ
バ
ル
屋
」
の
先
祖
の
話
し
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
と
関
連
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ロ
を
救
済
し
た
側
の
伝
承
で
あ
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
省
20宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
喜
に
着
い
て
、
私
の
祖
先
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
お
ば
あ
さ
ん
が
引
き
取
っ
て
育
て
て
、
そ
し
て
、
そ
の
人
の
産
ん
だ
子
供
か
ら
子
孫
が
生
ま
れ
て
、
現
在
の
イ
キ
バ
ル
屋
を
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
す）（1
（
。
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祝ぬー
る
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か
女
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話
者
　
比
嘉
喜
八
（
明
治
42
年
8
月
21
日
生
）
東
恩
納
東ひじ
ゃ
う
ん
な
ぬ
ー
る
恩
納
祝
女
が
ひ
じ
ょ
う
に
美
人
で
あ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
首
里
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
る
時
に
、
東ひじ
ゃ
う
ん
な
ぬ
ー
る
恩
納
祝
女
は
道みち
中なか
で
ら
致
さ
れ
て
し
ま
っ
た
で
す
ね
、
目
的
地
の
首
里
に
行
き
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ん
で
す
よ
。
そ
っ
て
、
帰
っ
て
き
た
ら
で
す
ね
。
兄
弟
で
あ
る
兄
の
方
が
で
す
ね
、
せ
っ
か
ん
し
た
ら
し
い
で
す
ね
。「
お
ま
え
は
大
き
な
使
命
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
そ
の
目
的
を
果
た
さ
な
い
で
、
途
中
で
ら
致
さ
れ
た
か
」
と
い
っ
て
お
こ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
か
ら
、
そ
の
祝ぬー
る女
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
て
、
自
分
は
き
れ
い
な
た
め
に
、
こ
ん
な
目
に
あ
っ
て
し
ま
い
、
も
う
生
き
て
大
事
な
祝
女
職
を
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
自
殺
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
東
恩
納
の
海
の
テ
ィ
グ
ミ
の
ウ
ァ
ー
ラ
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
も
ん
だ
か
ら
、
東
恩
納
の
人
が
で
す
ね
、「
こ
の
祝の
女ろ
は
目
的
も
果
た
せ
な
い
で
、
途
中
で
ら
致
さ
れ
て
、
し
か
も
ま
た
、
海
に
落
ち
て
死
ん
で
お
る
か
ら
、
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
に
は
入
れ
る
な
道
に
で
も
埋
め
て
お
け
」
と
い
っ
て
ね
、
道みち
中なか
に
葬
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ん
で
す
よ
、
道みち
中なか
に
。
本
当
は
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
、
ト
ゥ
ー
ル
墓ばか
に
葬
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
道みち
中なか
に
葬
ら
れ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。
そ
っ
て
、
そ
の
道みち
中なか
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
、
そ
の
墓
が
で
す
ね
、
美みが
ー
び
ら
川
坂
に
降
り
て
い
く
時
の
右
側
に
あ
る
。（
以
下
、
省
略
））11
（
21 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
「
流
さ
れ
た
祝
女
」
は
「
イ
キ
バ
ル
屋
」
の
先
祖
の
話
し
と
し
て
、
伝
え
ら
れ
た
伝
承
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
山
下
が
唯
一
例
外
と
し
た
ノ
ロ
の
「
幸
福
な
一
生
」
で
終
わ
る
喜
界
島
の
事
例
と
重
な
る
要
素
を
持
つ
が
、
前
半
は
ノ
ロ
の
悲
劇
譚
で
あ
る
。
ノ
ロ
は
小
湾
に
あ
る
別
荘
に
滞
在
し
て
い
た
「
ボ
ー
ジ
大
主
」（
坊
主
大
主
）
と
い
わ
れ
た
尚
灝
王
に
仕
え
て
懐
妊
し
、
そ
の
た
め
に
罪
に
と
わ
れ
「
チ
ー
神
山
島
」（
チ
ー
ビ
シ
か
）
に
島
流
し
に
な
っ
た
が
、
渡
名
喜
島
に
流
れ
着
く
。
そ
れ
を
「
イ
キ
バ
ル
屋
」
の
先
祖
が
救
助
し
て
育
て
た
と
い
う
話
し
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
ノ
ロ
の
出
身
地
で
あ
る
浦
添
の
小
湾
に
も
「
仲
西
ヌ
ー
ル
」
と
い
う
伝
承
で
伝
わ
る）1（
（
。
伝
承
は
、
た
い
へ
ん
な
美
人
で
あ
っ
た
「
仲
西
ヌ
ー
ル
」
は
密
通
し
て
懐
妊
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
「
勝
連
バ
ー
マ
掟
」
と
い
う
者
の
口
か
ら
広
が
っ
て
、
島
流
し
の
罰
を
受
け
る
。
船
が
チ
ー
ビ
シ
の
側
を
漂
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
渡
名
喜
島
の
漁
師
に
発
見
さ
れ
て
、
美
人
故
に
渡
名
喜
島
に
連
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
、
漁
師
の
妻
に
な
っ
て
渡
名
喜
島
で
暮
ら
す
。
た
だ
、
最
初
の
子
供
は
浦
添
の
小
湾
の
「
前
門
」
の
「
比
嘉
親
雲
上
」
の
子
だ
と
分
か
っ
て
、「
終
戦
ま
で
」
渡
名
喜
の
人
達
は
小
湾
の
「
前
門
」
の
家
に
拝
み
に
き
て
い
た
と
い
う
。
こ
ち
ら
は
、「
前
門
」
に
伝
わ
る
伝
承
で
あ
る
。
ノ
ロ
が
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
る
の
は
、「
独
身
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
懐
妊
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
聖
性
を
汚
し
た
と
し
て
罪
に
と
わ
れ
島
流
し
に
あ
う
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
二
つ
の
話
し
で
は
、
渡
海
の
叙
述
は
事
件
（
懐
妊
）
の
発
生
後
に
な
っ
て
お
り
、「
外
」
の
世
界
に
赴
く
渡
海
の
モ
チ
ー
フ
は
、
島
流
し
と
い
う
罪
に
と
わ
れ
た
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
伝
承
が
「
イ
キ
バ
ル
屋
」
の
先
祖
の
話
し
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
と
関
連
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ロ
を
救
済
し
た
側
の
伝
承
で
あ
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
省
22宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
略
し
た
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
記
事
で
も
、「
奸
婬
」
し
た
「
仲
井
ワ
か
ん
」
の
「
末
裔
は
及
衰
微
狂
乱
仕
、
真
不
な
り
あ
や
こ
を
以
て
雨
中
と
言
、
暗
夜
と
言
、
起
通
に
て
道
路
辻
々
唱
あ
り
き
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
マ
ブ
ナ
リ
を
悼
み
葬
っ
た
「
や
ら
不
立
よ
の
し
」
の
「
末
裔
爾
今
繁
栄
致
し
罷
在
候
」
と
あ
る
。「
仲
井
ワ
か
ん
」
の
「
末
裔
」
に
は
マ
ブ
ナ
リ
の
怨
念
が
取
り
憑
き
、
こ
と
の
真
相
が
「
あ
や
こ
」（
ウ
タ
）
に
な
っ
て
謡
わ
れ
露
見
し
、
一
族
は
「
衰
微
」
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方
の
「
や
ら
不
立
よ
の
し
」
の
「
末
裔
」
は
、「
繁
栄
」
し
今
日
に
あ
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
は
、「
流
さ
れ
た
祝
女
」
は
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
で
い
え
ば
、「
や
ら
不
立
よ
の
し
」
の
側
に
あ
る
伝
承
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
」
は
陸
路
で
「
外
」
へ
赴
く
の
で
、
渡
海
と
い
う
か
た
ち
で
は
な
い
が
、
美
人
故
に
首
里
に
赴
く
途
中
で
「
ら
致
」
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
聖
性
が
け
が
さ
れ
る
。
そ
れ
で
「
自
殺
」
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
聖
性
が
け
が
さ
れ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
「
自
殺
」
と
い
う
異
常
死
も
重
な
っ
て
、「
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
、
ト
ゥ
ー
ル
墓ばか
」
に
も
入
れ
ら
れ
ず
「
道みち
中なか
」
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。「
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
」
は
、
ノ
ロ
の
悲
劇
性
を
強
く
語
っ
た
伝
承
で
あ
る
。
文
献
資
料
に
も
、
渡
海
中
に
海
難
に
あ
っ
て
死
ぬ
ノ
ロ
の
話
し
が
幾
つ
か
み
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、『
球
陽
外
巻
　
遺
老
説
伝
』
外
巻
二
に
記
さ
れ
る
記
事
で
あ
る）11
（
。
往
昔
の
世
、
浦
添
郡
城
間
邑
に
、
羽
地
祝
女
な
る
者
有
り
。
那
覇
よ
り
船
に
坐
し
て
郷
に
帰
る
の
と
き
、
洋
中
に
行
き
到
り
て
、
陡
か
に
逆
風
に
遭
ひ
、
船
隻
を
擱
破
し
て
、
祝
女
溺
死
す
。
近
処
の
人
、
深
く
之
れ
を
哀
恤
し
、
其
の
死
骨
23 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
を
収
め
、
之
れ
を
古
重
嶽
（
神
名
を
羽
地
郡
筑
用
加
那
志
と
曰
ふ
）
に
葬
る
。
後
日
に
至
り
、
屡
々
霊
感
を
見
は
し
、
祷
り
て
応
ぜ
ざ
る
は
無
し
。
遂
に
崇
信
し
て
祈
祷
を
為
す
。
記
事
は
、
那
覇
か
ら
帰
郷
し
よ
う
と
し
た
「
羽
地
祝
女
」
が
、「
洋
中
」
で
遭
難
し
「
溺
死
」
し
た
の
を
祀
る
御
嶽
の
由
来
譚
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）
巻
十
四
「
浦
添
間
切
」「
城
間
村
」
の
「
古
重
嶽
　
神
名
　
羽
地
コ
イ
チ
コ
イ
チ
ヨ
ウ
ガ
ナ
シ
」、『
琉
球
国
旧
記
』（
一
七
三
一
年
）
巻
六
「
浦
添
郡
」「
古
重
嶽
（
城
間
邑
）　
附
、
羽
地
巫
溺
死
ノ
事
」
に
も
短
く
載
る
。
前
述
し
た
山
下
が
示
し
た
民
間
伝
承
に
み
ら
れ
る
ノ
ロ
の
悲
劇
譚
に
照
ら
せ
ば
、「
羽
地
祝
女
」
が
「
溺
死
」
し
た
の
は
単
に
「
逆
風
に
遭
ひ
、
船
隻
を
擱
破
」
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
那
覇
（
あ
る
い
は
首
里
）
に
お
い
て
ノ
ロ
の
聖
性
が
け
が
さ
れ
る
事
件
に
遭
遇
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
事
に
「
屡
々
霊
感
」
を
現
し
た
と
あ
る
が
、
前
述
し
た
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
が
記
し
た
「
仲
井
ワ
か
ん
」
の
「
末
裔
」
達
の
記
事
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
不
条
理
な
罪
を
き
せ
ら
れ
て
「
溺
死
」
に
至
っ
た
「
羽
地
祝
女
」
の
無
念
な
思
い
が
現
れ
た
「
霊
感
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
祀
り
直
し
て
ノ
ロ
が
本
来
持
つ
航
海
神
と
し
て
の
「
霊
感
」
の
顕
現
に
改
め
た
こ
と
で
、「
古
重
嶽
」
に
祀
ら
れ
る
神
と
し
て
人
々
に
「
崇
信
」
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
記
事
が
記
す
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
。
王
府
の
編
纂
物
に
記
さ
れ
た
御
嶽
の
由
来
譚
は
、
人
々
の
願
い
を
か
な
え
人
々
に
「
崇
信
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
展
開
に
な
る
。
も
う
一
例
『
球
陽
外
巻
　
遺
老
説
伝
』
外
附
巻
か
ら
例
を
示
す
と
、
聞
得
大
君
が
久
高
島
行
幸
に
赴
く
途
次
、「
逆
22宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
略
し
た
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
記
事
で
も
、「
奸
婬
」
し
た
「
仲
井
ワ
か
ん
」
の
「
末
裔
は
及
衰
微
狂
乱
仕
、
真
不
な
り
あ
や
こ
を
以
て
雨
中
と
言
、
暗
夜
と
言
、
起
通
に
て
道
路
辻
々
唱
あ
り
き
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
マ
ブ
ナ
リ
を
悼
み
葬
っ
た
「
や
ら
不
立
よ
の
し
」
の
「
末
裔
爾
今
繁
栄
致
し
罷
在
候
」
と
あ
る
。「
仲
井
ワ
か
ん
」
の
「
末
裔
」
に
は
マ
ブ
ナ
リ
の
怨
念
が
取
り
憑
き
、
こ
と
の
真
相
が
「
あ
や
こ
」（
ウ
タ
）
に
な
っ
て
謡
わ
れ
露
見
し
、
一
族
は
「
衰
微
」
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方
の
「
や
ら
不
立
よ
の
し
」
の
「
末
裔
」
は
、「
繁
栄
」
し
今
日
に
あ
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
は
、「
流
さ
れ
た
祝
女
」
は
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
で
い
え
ば
、「
や
ら
不
立
よ
の
し
」
の
側
に
あ
る
伝
承
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
」
は
陸
路
で
「
外
」
へ
赴
く
の
で
、
渡
海
と
い
う
か
た
ち
で
は
な
い
が
、
美
人
故
に
首
里
に
赴
く
途
中
で
「
ら
致
」
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
聖
性
が
け
が
さ
れ
る
。
そ
れ
で
「
自
殺
」
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
聖
性
が
け
が
さ
れ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
「
自
殺
」
と
い
う
異
常
死
も
重
な
っ
て
、「
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
、
ト
ゥ
ー
ル
墓ばか
」
に
も
入
れ
ら
れ
ず
「
道みち
中なか
」
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。「
祝ぬー
る
ば
か
女
墓
」
は
、
ノ
ロ
の
悲
劇
性
を
強
く
語
っ
た
伝
承
で
あ
る
。
文
献
資
料
に
も
、
渡
海
中
に
海
難
に
あ
っ
て
死
ぬ
ノ
ロ
の
話
し
が
幾
つ
か
み
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、『
球
陽
外
巻
　
遺
老
説
伝
』
外
巻
二
に
記
さ
れ
る
記
事
で
あ
る）11
（
。
往
昔
の
世
、
浦
添
郡
城
間
邑
に
、
羽
地
祝
女
な
る
者
有
り
。
那
覇
よ
り
船
に
坐
し
て
郷
に
帰
る
の
と
き
、
洋
中
に
行
き
到
り
て
、
陡
か
に
逆
風
に
遭
ひ
、
船
隻
を
擱
破
し
て
、
祝
女
溺
死
す
。
近
処
の
人
、
深
く
之
れ
を
哀
恤
し
、
其
の
死
骨
23 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
を
収
め
、
之
れ
を
古
重
嶽
（
神
名
を
羽
地
郡
筑
用
加
那
志
と
曰
ふ
）
に
葬
る
。
後
日
に
至
り
、
屡
々
霊
感
を
見
は
し
、
祷
り
て
応
ぜ
ざ
る
は
無
し
。
遂
に
崇
信
し
て
祈
祷
を
為
す
。
記
事
は
、
那
覇
か
ら
帰
郷
し
よ
う
と
し
た
「
羽
地
祝
女
」
が
、「
洋
中
」
で
遭
難
し
「
溺
死
」
し
た
の
を
祀
る
御
嶽
の
由
来
譚
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）
巻
十
四
「
浦
添
間
切
」「
城
間
村
」
の
「
古
重
嶽
　
神
名
　
羽
地
コ
イ
チ
コ
イ
チ
ヨ
ウ
ガ
ナ
シ
」、『
琉
球
国
旧
記
』（
一
七
三
一
年
）
巻
六
「
浦
添
郡
」「
古
重
嶽
（
城
間
邑
）　
附
、
羽
地
巫
溺
死
ノ
事
」
に
も
短
く
載
る
。
前
述
し
た
山
下
が
示
し
た
民
間
伝
承
に
み
ら
れ
る
ノ
ロ
の
悲
劇
譚
に
照
ら
せ
ば
、「
羽
地
祝
女
」
が
「
溺
死
」
し
た
の
は
単
に
「
逆
風
に
遭
ひ
、
船
隻
を
擱
破
」
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
那
覇
（
あ
る
い
は
首
里
）
に
お
い
て
ノ
ロ
の
聖
性
が
け
が
さ
れ
る
事
件
に
遭
遇
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
事
に
「
屡
々
霊
感
」
を
現
し
た
と
あ
る
が
、
前
述
し
た
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
が
記
し
た
「
仲
井
ワ
か
ん
」
の
「
末
裔
」
達
の
記
事
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
不
条
理
な
罪
を
き
せ
ら
れ
て
「
溺
死
」
に
至
っ
た
「
羽
地
祝
女
」
の
無
念
な
思
い
が
現
れ
た
「
霊
感
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
祀
り
直
し
て
ノ
ロ
が
本
来
持
つ
航
海
神
と
し
て
の
「
霊
感
」
の
顕
現
に
改
め
た
こ
と
で
、「
古
重
嶽
」
に
祀
ら
れ
る
神
と
し
て
人
々
に
「
崇
信
」
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
記
事
が
記
す
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
。
王
府
の
編
纂
物
に
記
さ
れ
た
御
嶽
の
由
来
譚
は
、
人
々
の
願
い
を
か
な
え
人
々
に
「
崇
信
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
展
開
に
な
る
。
も
う
一
例
『
球
陽
外
巻
　
遺
老
説
伝
』
外
附
巻
か
ら
例
を
示
す
と
、
聞
得
大
君
が
久
高
島
行
幸
に
赴
く
途
次
、「
逆
24宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
風
」
に
あ
っ
て
「
日
本
」
に
流
さ
れ
た
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
話
し
が
取
り
出
せ
る
。
往
昔
の
世
、
聞
得
大
君
加
那
志
、
侍
女
数
十
を
帯
び
、
海
船
に
坐
駕
し
て
久
高
島
に
赴
き
、
以
て
祭
祀
を
行
は
ん
と
す
。
往
き
て
中
洋
に
抵
る
の
と
き
、
陡
か
に
逆
風
に
遭
ひ
、
日
本
に
漂
至
す
。
已
に
歳
月
を
経
る
も
、
杳
然
と
し
て
跡
無
し
。
是
の
時
、
琉
球
は
、
旱
魃
甚
だ
極
ま
り
、
五
穀
登
ら
ず
、
民
人
困
苦
す
。（
途
中
省
略
）
沙
明
嘉
、
海
辺
に
出
て
、
恭
し
く
酒
盃
を
献
じ
、
以
て
喜
迎
の
礼
を
為
す
。
大
君
加
那
志
、
本
処
に
帰
る
を
欲
せ
ず
、
但
々
大
里
郡
与
那
原
村
に
、
官
舎
を
結
構
し
て
住
居
す
。
後
、
此
に
薨
じ
、
即
ち
其
の
霊
骨
を
収
め
、
三
津
嶽
に
埋
葬
す
。
人
尊
信
し
て
神
と
為
す
。（
以
下
省
略
）
こ
の
記
事
も
、『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
三
「
大
里
間
切
」「
友
盛
ノ
嶽
御
イ
ベ
」、『
琉
球
国
旧
記
』
巻
六
「
大
里
郡
」「
友
盛
嶽
（
与
那
原
邑
）　
附
、
聞
得
大
君
漂
流
ノ
事
及
ビ
多
志
好
魚
ノ
事
」、
ま
た
『
佐
銘
川
大
主
由
来
記
』
に
載
る
。
記
事
は
、
聞
得
大
君
が
「
外
」
の
世
界
で
あ
る
久
高
島
に
赴
く
渡
海
の
途
次
に
「
逆
風
」
に
逢
い
「
日
本
」
に
漂
着
す
る
。
す
る
と
、
琉
球
で
は
「
旱
魃
甚
だ
極
ま
り
、
五
穀
登
ら
ず
、
民
人
困
苦
す
」
と
い
う
状
態
に
な
る
。
聞
得
大
君
が
行
う
「
祭
祀
」
は
久
高
島
で
の
「
二
月
麦
ノ
ミ
シ
キ
ヨ
マ
」
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
琉
球
に
飢
餓
が
起
き
た
と
理
解
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
民
間
伝
承
の
視
点
で
捉
え
れ
ば
、
聞
得
大
君
が
「
日
本
に
漂
至
」
し
聖
性
が
け
が
さ
れ
た
為
に
、
飢
饉
が
起
き
た
と
い
う
理
解
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。『
西
原
町
史
　
25 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
別
冊
　
西
原
の
民
話
』
に
は
、「
三
津
武
嶽
」（『
遺
老
説
伝
』
の
「
三
津
嶽
」
の
こ
と
）
と
題
さ
れ
る
話
し
が
三
話
収
録
さ
れ
て
い
る
が）11
（
、
い
ず
れ
も
美
貌
の
神
女
（
御
主
加
那
志
の
娘
、
ウ
ミ
ナ
イ
ビ
前
等
）
が
久
高
島
に
渡
海
す
る
時
に
嵐
に
遭
っ
て
鹿
児
島
に
漂
着
し
（
一
例
は
、
直
接
薩
摩
に
連
れ
て
行
か
れ
る
）、
そ
こ
で
薩
摩
の
殿
様
と
の
間
に
子
を
も
う
け
る
が
、
帰
国
の
途
中
で
神
女
が
子
供
を
産
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
海
に
捨
て
る
。
そ
れ
で
、
首
里
の
城
に
は
帰
れ
な
い
と
し
て
御
殿
山
（
与
那
原
）
に
住
み
（
一
例
は
、
帰
国
の
途
中
で
亡
く
な
り
）、
亡
く
な
る
と
墓
を
三
津
武
嶽
（
友
盛
嶽
の
こ
と
）
に
造
っ
た
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。『
遺
老
説
伝
』
で
は
、
聞
得
大
君
は
場
天
祝
女
等
の
働
き
で
沖
縄
に
戻
る
こ
と
が
で
き
（
省
略
し
た
箇
所
）、「
沙
明
嘉
」（
場
天
祝
女
の
父
、
佐
銘
川
大
主
の
こ
と
）
に
迎
え
ら
れ
る
が
、「
本
処
に
帰
る
を
欲
せ
ず
」
と
記
す
の
は
、
渡
海
の
途
次
「
日
本
に
漂
至
」
し
た
こ
と
で
聖
性
が
け
が
さ
れ
る
事
件
が
惹
起
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
記
事
も
、
神
女
の
悲
劇
譚
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る）11
（
。
『
球
陽
』
の
1
6
2
に
記
さ
れ
た
金
盛
の
「
二
女
」
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
は
、『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
叙
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
が
記
し
た
と
い
う
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
に
な
っ
た
記
事
を
資
料
に
し
て
、『
球
陽
』
が
記
し
た
記
事
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
琉
球
に
広
く
伝
わ
る
ノ
ロ
の
悲
劇
譚
の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
。
マ
ブ
ナ
リ
の
叙
述
は
、「
佞
人
」
に
欺
さ
れ
た
結
果
、
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
父
金
盛
の
悲
劇
に
加
え
、
さ
ら
に
そ
の
罪
を
贖
う
べ
く
「
内
裏
」
に
「
奉
公
」
し
、
そ
れ
が
許
さ
た
帰
国
の
途
次
、「
奸
婬
」
さ
れ
て
亡
く
な
る
と
い
う
美
貌
の
娘
の
悲
劇
譚
で
あ
る
。
マ
ブ
ナ
24宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
風
」
に
あ
っ
て
「
日
本
」
に
流
さ
れ
た
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
話
し
が
取
り
出
せ
る
。
往
昔
の
世
、
聞
得
大
君
加
那
志
、
侍
女
数
十
を
帯
び
、
海
船
に
坐
駕
し
て
久
高
島
に
赴
き
、
以
て
祭
祀
を
行
は
ん
と
す
。
往
き
て
中
洋
に
抵
る
の
と
き
、
陡
か
に
逆
風
に
遭
ひ
、
日
本
に
漂
至
す
。
已
に
歳
月
を
経
る
も
、
杳
然
と
し
て
跡
無
し
。
是
の
時
、
琉
球
は
、
旱
魃
甚
だ
極
ま
り
、
五
穀
登
ら
ず
、
民
人
困
苦
す
。（
途
中
省
略
）
沙
明
嘉
、
海
辺
に
出
て
、
恭
し
く
酒
盃
を
献
じ
、
以
て
喜
迎
の
礼
を
為
す
。
大
君
加
那
志
、
本
処
に
帰
る
を
欲
せ
ず
、
但
々
大
里
郡
与
那
原
村
に
、
官
舎
を
結
構
し
て
住
居
す
。
後
、
此
に
薨
じ
、
即
ち
其
の
霊
骨
を
収
め
、
三
津
嶽
に
埋
葬
す
。
人
尊
信
し
て
神
と
為
す
。（
以
下
省
略
）
こ
の
記
事
も
、『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
三
「
大
里
間
切
」「
友
盛
ノ
嶽
御
イ
ベ
」、『
琉
球
国
旧
記
』
巻
六
「
大
里
郡
」「
友
盛
嶽
（
与
那
原
邑
）　
附
、
聞
得
大
君
漂
流
ノ
事
及
ビ
多
志
好
魚
ノ
事
」、
ま
た
『
佐
銘
川
大
主
由
来
記
』
に
載
る
。
記
事
は
、
聞
得
大
君
が
「
外
」
の
世
界
で
あ
る
久
高
島
に
赴
く
渡
海
の
途
次
に
「
逆
風
」
に
逢
い
「
日
本
」
に
漂
着
す
る
。
す
る
と
、
琉
球
で
は
「
旱
魃
甚
だ
極
ま
り
、
五
穀
登
ら
ず
、
民
人
困
苦
す
」
と
い
う
状
態
に
な
る
。
聞
得
大
君
が
行
う
「
祭
祀
」
は
久
高
島
で
の
「
二
月
麦
ノ
ミ
シ
キ
ヨ
マ
」
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
琉
球
に
飢
餓
が
起
き
た
と
理
解
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
民
間
伝
承
の
視
点
で
捉
え
れ
ば
、
聞
得
大
君
が
「
日
本
に
漂
至
」
し
聖
性
が
け
が
さ
れ
た
為
に
、
飢
饉
が
起
き
た
と
い
う
理
解
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。『
西
原
町
史
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別
冊
　
西
原
の
民
話
』
に
は
、「
三
津
武
嶽
」（『
遺
老
説
伝
』
の
「
三
津
嶽
」
の
こ
と
）
と
題
さ
れ
る
話
し
が
三
話
収
録
さ
れ
て
い
る
が）11
（
、
い
ず
れ
も
美
貌
の
神
女
（
御
主
加
那
志
の
娘
、
ウ
ミ
ナ
イ
ビ
前
等
）
が
久
高
島
に
渡
海
す
る
時
に
嵐
に
遭
っ
て
鹿
児
島
に
漂
着
し
（
一
例
は
、
直
接
薩
摩
に
連
れ
て
行
か
れ
る
）、
そ
こ
で
薩
摩
の
殿
様
と
の
間
に
子
を
も
う
け
る
が
、
帰
国
の
途
中
で
神
女
が
子
供
を
産
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
海
に
捨
て
る
。
そ
れ
で
、
首
里
の
城
に
は
帰
れ
な
い
と
し
て
御
殿
山
（
与
那
原
）
に
住
み
（
一
例
は
、
帰
国
の
途
中
で
亡
く
な
り
）、
亡
く
な
る
と
墓
を
三
津
武
嶽
（
友
盛
嶽
の
こ
と
）
に
造
っ
た
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。『
遺
老
説
伝
』
で
は
、
聞
得
大
君
は
場
天
祝
女
等
の
働
き
で
沖
縄
に
戻
る
こ
と
が
で
き
（
省
略
し
た
箇
所
）、「
沙
明
嘉
」（
場
天
祝
女
の
父
、
佐
銘
川
大
主
の
こ
と
）
に
迎
え
ら
れ
る
が
、「
本
処
に
帰
る
を
欲
せ
ず
」
と
記
す
の
は
、
渡
海
の
途
次
「
日
本
に
漂
至
」
し
た
こ
と
で
聖
性
が
け
が
さ
れ
る
事
件
が
惹
起
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
記
事
も
、
神
女
の
悲
劇
譚
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る）11
（
。
『
球
陽
』
の
1
6
2
に
記
さ
れ
た
金
盛
の
「
二
女
」
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
は
、『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
叙
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
が
記
し
た
と
い
う
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
に
な
っ
た
記
事
を
資
料
に
し
て
、『
球
陽
』
が
記
し
た
記
事
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
琉
球
に
広
く
伝
わ
る
ノ
ロ
の
悲
劇
譚
の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
。
マ
ブ
ナ
リ
の
叙
述
は
、「
佞
人
」
に
欺
さ
れ
た
結
果
、
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
父
金
盛
の
悲
劇
に
加
え
、
さ
ら
に
そ
の
罪
を
贖
う
べ
く
「
内
裏
」
に
「
奉
公
」
し
、
そ
れ
が
許
さ
た
帰
国
の
途
次
、「
奸
婬
」
さ
れ
て
亡
く
な
る
と
い
う
美
貌
の
娘
の
悲
劇
譚
で
あ
る
。
マ
ブ
ナ
26宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
リ
は
、
実
在
し
た
人
物
な
の
か
。
『
御
嶽
由
来
記
』（
一
七
○
五
年
）
に
は
第
二
代
目
の
「
大
安
母
」（
初
代
は
、
玄
雅
の
妻
「
お
津
免
か
」）「
に
き
や
ち
よ
も
い
」
は
、「
嘉
靖
始
頃
母
跡
役
被
仰
付
歳
拾
五
歳
の
頃
為
御
目
見
お
き
な
か
那
し
罷
登
帰
帆
之
砌
唐
国
漂
着
に
て
死
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る）11
（
。
こ
れ
は
『
忠
導
氏
家
譜
』
に
も
、「
大
安
母
童
名
仁
娥
姐
盛
　
母
同
姉
真
保
那
利
　
正
徳
年
間
生
嘉
靖
年
間
襲
母
跡
職
而
朝
見
　
中
山
帰
島
之
洋
中
逢
逆
風
漂
着
大
明
国
病
死
享
年
十
五
歳
云
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
に
き
や
ち
よ
も
い
」（「
仁
娥
姐
盛
」）
は
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
娘
で
、
母
「
宇
津
免
嘉
」
か
ら
宮
古
島
の
最
高
神
女
、
大
阿
母
職
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、「
お
き
な
か
那
し
罷
登
帰
帆
之
砌
唐
国
漂
着
に
て
死
ス
」
と
あ
る
。
マ
ブ
ナ
リ
は
家
譜
に
従
え
ば
、
玄
雅
の
娘
（「
仁
娥
姐
盛
」
の
姉
）
で
あ
り
、
長
男
金
盛
の
娘
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
マ
ブ
ナ
リ
に
モ
デ
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
玄
雅
の
娘
「
仁
娥
姐
盛
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
球
陽
』
の
1
6
2
の
「
二
女
」
と
い
う
記
事
と
も
一
致
す
る）11
（
。
し
か
し
、
そ
れ
を
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
で
は
金
盛
の
娘
と
し
、
神
女
の
琉
球
へ
の
悲
劇
的
な
渡
海
譚
で
は
な
く
、
父
の
罪
を
贖
う
為
に
首
里
城
へ
の
宮
仕
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
け
な
げ
な
美
貌
の
娘
の
話
し
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
マ
ブ
ナ
リ
伝
承
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
長
男
、
金
盛
と
そ
の
娘
の
悲
劇
譚
に
収
斂
し
て
、
悲
劇
性
を
高
め
た
叙
述
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
叙
述
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
叙
述
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
の
「
記
事
」
を
記
し
た
と
さ
れ
る
「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
が
首
里
王
府
に
よ
る
「
八
重
山
27 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
征
伐
」
後
の
忠
導
氏
へ
の
不
本
意
な
処
遇
を
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
に
な
る
「
記
事
」
で
記
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
で
は
記
す
こ
と
が
出
来
な
い
叙
述
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
家
譜
記
事
で
は
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
一
族
の
不
本
意
な
「
歴
史
」
を
、「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
は
物
語
と
し
て
「
記
事
」
に
記
し
た
と
い
う
の
が
、
金
盛
と
そ
の
娘
の
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
家
譜
の
外
縁
に
位
置
す
る
氏
の
物
語
な
の
で
あ
る
。
実
は
『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
は
、「
同
人
（
仲
宗
根
豊
見
親
）
八
重
山
入
之
時
嫡
子
仲
屋
の
金
盛
豊
見
親
捕
参
り
候
女
の
あ
や
こ
　
但
鬼
虎
か
娘
」
と
い
う
「
あ
や
こ
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
等
に
よ
る
鬼
虎
「
征
伐
」
譚
に
際
し
て
、
鬼
虎
の
娘
を
宮
古
島
に
連
れ
て
帰
り
、
水
汲
み
人
と
し
て
酷
使
す
る
悲
劇
を
謡
っ
た
ウ
タ
で
あ
る
。
鬼
虎
の
娘
を
酷
使
す
る
の
が
金
盛
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
マ
ブ
ナ
リ
の
悲
劇
は
、
鬼
虎
の
娘
の
悲
劇
の
繰
り
返
し
の
話
と
し
て
、
叙
述
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
記
さ
れ
た
ア
ヤ
グ
が
伝
承
さ
れ
る
な
か
で
変
化
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
が
、
雍
正
五
年
本
の
ア
ヤ
グ
を
ヒ
ン
ト
に
作
り
出
し
た
話
な
の
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
球
陽
』
は
金
盛
親
子
の
悲
劇
性
を
削
除
し
て
叙
述
し
直
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
氏
族
の
歴
史
叙
述
と
正
史
の
歴
史
叙
述
の
ず
れ
と
相
克
が
み
え
る
。
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
金
盛
と
そ
の
娘
の
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
と
対
照
的
な
関
係
に
あ
る
記
事
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
玄
雅
親
子
等
に
よ
る
「
鬼
虎
征
伐
」
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
逆
に
『
球
陽
』
に
は
な
い
。
忠
導
氏
の
家
譜
叙
述
を
考
え
る
際
、
こ
の
二
つ
の
記
事
の
対
照
性
は
興
味
深
い
。
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目
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安
母
」（
初
代
は
、
玄
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の
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「
お
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免
か
」）「
に
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や
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よ
も
い
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の
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砌
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国
漂
着
に
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と
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て
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こ
れ
は
『
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氏
家
譜
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に
も
、「
大
安
母
童
名
仁
娥
姐
盛
　
母
同
姉
真
保
那
利
　
正
徳
年
間
生
嘉
靖
年
間
襲
母
跡
職
而
朝
見
　
中
山
帰
島
之
洋
中
逢
逆
風
漂
着
大
明
国
病
死
享
年
十
五
歳
云
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
に
き
や
ち
よ
も
い
」（「
仁
娥
姐
盛
」）
は
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
娘
で
、
母
「
宇
津
免
嘉
」
か
ら
宮
古
島
の
最
高
神
女
、
大
阿
母
職
を
継
い
だ
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、「
お
き
な
か
那
し
罷
登
帰
帆
之
砌
唐
国
漂
着
に
て
死
ス
」
と
あ
る
。
マ
ブ
ナ
リ
は
家
譜
に
従
え
ば
、
玄
雅
の
娘
（「
仁
娥
姐
盛
」
の
姉
）
で
あ
り
、
長
男
金
盛
の
娘
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
マ
ブ
ナ
リ
に
モ
デ
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
玄
雅
の
娘
「
仁
娥
姐
盛
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
球
陽
』
の
1
6
2
の
「
二
女
」
と
い
う
記
事
と
も
一
致
す
る）11
（
。
し
か
し
、
そ
れ
を
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
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で
は
金
盛
の
娘
と
し
、
神
女
の
琉
球
へ
の
悲
劇
的
な
渡
海
譚
で
は
な
く
、
父
の
罪
を
贖
う
為
に
首
里
城
へ
の
宮
仕
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
け
な
げ
な
美
貌
の
娘
の
話
し
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
が
、
マ
ブ
ナ
リ
伝
承
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
長
男
、
金
盛
と
そ
の
娘
の
悲
劇
譚
に
収
斂
し
て
、
悲
劇
性
を
高
め
た
叙
述
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
叙
述
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
叙
述
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
の
「
記
事
」
を
記
し
た
と
さ
れ
る
「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
が
首
里
王
府
に
よ
る
「
八
重
山
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征
伐
」
後
の
忠
導
氏
へ
の
不
本
意
な
処
遇
を
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
に
な
る
「
記
事
」
で
記
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
で
は
記
す
こ
と
が
出
来
な
い
叙
述
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
家
譜
記
事
で
は
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
一
族
の
不
本
意
な
「
歴
史
」
を
、「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
は
物
語
と
し
て
「
記
事
」
に
記
し
た
と
い
う
の
が
、
金
盛
と
そ
の
娘
の
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
家
譜
の
外
縁
に
位
置
す
る
氏
の
物
語
な
の
で
あ
る
。
実
は
『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
は
、「
同
人
（
仲
宗
根
豊
見
親
）
八
重
山
入
之
時
嫡
子
仲
屋
の
金
盛
豊
見
親
捕
参
り
候
女
の
あ
や
こ
　
但
鬼
虎
か
娘
」
と
い
う
「
あ
や
こ
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
等
に
よ
る
鬼
虎
「
征
伐
」
譚
に
際
し
て
、
鬼
虎
の
娘
を
宮
古
島
に
連
れ
て
帰
り
、
水
汲
み
人
と
し
て
酷
使
す
る
悲
劇
を
謡
っ
た
ウ
タ
で
あ
る
。
鬼
虎
の
娘
を
酷
使
す
る
の
が
金
盛
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
マ
ブ
ナ
リ
の
悲
劇
は
、
鬼
虎
の
娘
の
悲
劇
の
繰
り
返
し
の
話
と
し
て
、
叙
述
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
記
さ
れ
た
ア
ヤ
グ
が
伝
承
さ
れ
る
な
か
で
変
化
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
が
、
雍
正
五
年
本
の
ア
ヤ
グ
を
ヒ
ン
ト
に
作
り
出
し
た
話
な
の
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
球
陽
』
は
金
盛
親
子
の
悲
劇
性
を
削
除
し
て
叙
述
し
直
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
氏
族
の
歴
史
叙
述
と
正
史
の
歴
史
叙
述
の
ず
れ
と
相
克
が
み
え
る
。
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
金
盛
と
そ
の
娘
の
マ
ブ
ナ
リ
の
記
事
と
対
照
的
な
関
係
に
あ
る
記
事
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
玄
雅
親
子
等
に
よ
る
「
鬼
虎
征
伐
」
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
逆
に
『
球
陽
』
に
は
な
い
。
忠
導
氏
の
家
譜
叙
述
を
考
え
る
際
、
こ
の
二
つ
の
記
事
の
対
照
性
は
興
味
深
い
。
28宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
 
ま
と
め
に
か
え
て
『
忠
導
氏
家
譜
』
の
「
元
祖
玄
雅
仲
宗
根
豊
見
親
」
の
末
尾
に
は
、「
嘉
靖
年
間
」
に
「
王
化
」
に
従
わ
な
か
っ
た
「
八
重
山
与
那
国
之
首
長
鬼
虎
」
を
玄
雅
等
が
「
征
罸
」
し
た
と
い
う
記
事
が
、「
附
録
」
の
記
事
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
部
分
は
、
以
下
で
あ
る
。
嘉
靖
年
間
、
八
重
山
与
那
国
之
首
長
鬼
虎
、
負
二
己
之
武
勇
一
而
、
不
レ
随
二
王
化
一
故
、
玄
雅
奉
レ
命
、
追
罸
レ
之
。
時
、
聖
上
殊
賜
三
恩
借
二
御
剣
治
金
丸
一
。
於
二
此
謝
恩
一
而
帰
島
、
率
二
当
地
之
兵
一
、
到
二
于
彼
地
方
一
、
征
罸
二
逆
徒
一
。
唱
二
凱
歌
一
入
朝
而
、
返
上
二
御
剣
一
云
云
。
　
附
録
　
鬼
虎
者
、
勇
力
無
双
、
智
謀
迢
レ
衆
、
身
長
一
丈
五
寸
、
且
与
那
国
島
之
形
勢
、
四
方
厳
石
、
如
レ
欹
二
屏
風
一
、
周
囲
有
レ
隠
二
干
瀬
一
、
而
只
於
二
南
方
一
、
有
二
一
之
津
口
一
。
風
波
静
時
、
稍
得
二
船
出
入
一
也
。（
途
中
省
略
）
弘
治
年
間
、
八
重
山
島
退
治
之
時
、
遣
二
兵
船
一
、
令
レ
攻
レ
之
。
然
、
兵
船
不
レ
能
レ
入
二
津
口
一
而
、
空
帰
帆
也
。
故
今
命
二
玄
雅
一
、
使
レ
討
レ
之
。
此
時
、
宗
徒
之
勇
士
、
嫡
子
金
盛
王
豊
見
親
、
二
男
祭
金
豊
見
親
、
三
男
知
利
真
良
豊
見
親
、
金
志
川
金
盛
、
同
人
弟
那
喜
大
知
（
是
人
後
来
、
称
二
金
志
川
豊
見
親
一
）、
精
兵
二
十
四
人
、
其
外
美
女
四
人
、
平
良
祝
住
屋
大
阿
智
、
城
祝
砂
川
恋
種
司
、
伊
良
部
伊
安
登
之
於
母
婦
、
砂
川
阿
珷
娥
摩
、
相
随
。
既
艤
舟
到
二
于
与
那
国
島
一
。
先
使
レ
入
二
美
人
等
一
、
献
二
諸
味
麹
一
、
告
レ
之
曰
、
吾
宮
古
島
、
数
遭
二
飢
餓
一
而
、
居
民
過
半
及
二
憔
悴
一
矣
。
故
投
二
29 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
貴
地
一
、
欲
レ
免
二
飢
寒
之
苦
一
而
、
遠
凌
二
波
風
難
一
、
今
日
幸
得
レ
謁
二
大
人
之
台
顔
一
乎
。
大
人
、
原
宮
古
島
之
人
也
。
願
者
、
念
二
故
土
之
情
一
、
救
二
吾
等
之
残
生
一
矣
。
涕
泣
而
訟
レ
之
、
鬼
虎
被
レ
惑
二
美
人
巧
言
令
色
一
、
乗
レ
酔
、
使
レ
挽
入
二
本
船
一
也
（
途
中
省
略
）
于
レ
時
、
玄
雅
自
二
田
中
一
躍
出
、
御
剣
治
金
丸
薙
落
二
鬼
虎
右
膝
一
也
。
嫡
子
金
盛
走
寄
而
、
取
レ
首
、
余
賊
悉
降
参
。
於
レ
此
、
捕
二
鬼
虎
之
女
子
一
帰
島
云
云
。
当
島
綾
語
、
存
レ
于
レ
今
。
『
忠
導
氏
家
譜
』
の
本
文
は
、「
嘉
靖
年
間
」（
一
五
二
二
〜
一
五
六
六
年
）
に
玄
雅
等
が
「
御
剣
治
金
丸
」
を
王
府
か
ら
借
り
受
け
て
、
鬼
虎
を
「
征
罸
」
し
た
と
記
す
。「
首
里
お
き
や
か
も
い
か
な
し
の
御
代
に
ミ
や
こ
よ
り
ち
金
丸
ミ
こ
し
ミ
玉
の
わ
た
り
申
候
時
に
た
て
申
候
ひ
の
も
ん
」（「
国
王
頌
徳
碑
（
石
門
之
東
之
碑
文
）」
一
五
二
二
年
）
は
、
治
金
丸
と
真
珠
が
宮
古
島
か
ら
尚
真
王
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る）11
（
。
こ
の
記
事
は
、『
球
陽
』
に
も
「
尚
真
王
四
十
六
年
」（
一
五
二
二
年
）
の
記
事
と
し
て
「
宮
古
山
の
鯖
祖
氏
玄
雅
宝
剣
を
献
上
す
」
と
し
て
記
さ
れ
る
。
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
の
尚
真
王
の
記
事
に
は
「
又
蔵
二
刀
剣
矢
之
属
一
。
以
為
二
護
国
之
具
一
。
時
宮
古
島
。
献
二
宝
剣
一
口
。
名
治
金
丸
。
宝
玉
一
貫
。
名
真
珠
一
」
と
あ
っ
て
、「
護
国
之
具
」
の
代
表
と
し
て
宮
古
島
か
ら
献
上
さ
れ
た
治
金
丸
と
真
珠
が
記
さ
れ
て
い
る
。
治
金
丸
と
真
珠
は
、
尚
真
王
が
全
琉
か
ら
集
め
た
武
力
と
霊
的
力
の
象
徴
だ
と
理
解
さ
れ
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
で
は
、
こ
の
う
ち
の
治
金
丸
を
玄
雅
が
王
府
か
ら
借
り
受
け
、
鬼
虎
を
「
征
罸
」
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
記
事
が
「
附
録
」
に
記
さ
れ
る
「
于
レ
時
、
玄
雅
自
二
田
中
一
躍
出
、
御
剣
治
金
丸
薙
落
二
鬼
虎
右
膝
一
也
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
記
さ
れ
る
「
同
人
（
仲
宗
根
豊
見
親
）
八
重
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、
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者
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、
身
長
一
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那
国
島
之
形
勢
、
四
方
厳
石
、
如
レ
欹
二
屏
風
一
、
周
囲
有
レ
隠
二
干
瀬
一
、
而
只
於
二
南
方
一
、
有
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一
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波
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時
、
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得
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船
出
入
一
也
。（
途
中
省
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弘
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間
、
八
重
山
島
退
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之
時
、
遣
二
兵
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一
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然
、
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入
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津
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一
而
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今
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一
、
使
レ
討
レ
之
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此
時
、
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勇
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、
嫡
子
金
盛
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、
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等
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一
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、
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被
レ
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二
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人
巧
言
令
色
一
、
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レ
酔
、
使
レ
挽
入
二
本
船
一
也
（
途
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于
レ
時
、
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二
田
中
一
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、
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二
鬼
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一
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嫡
子
金
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而
、
取
レ
首
、
余
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捕
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子
一
帰
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云
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語
、
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今
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忠
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の
本
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は
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間
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五
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六
年
）
に
玄
雅
等
が
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、
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や
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の
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に
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金
丸
と
真
珠
が
宮
古
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か
ら
尚
真
王
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
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（
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こ
の
記
事
は
、『
球
陽
』
に
も
「
尚
真
王
四
十
六
年
」（
一
五
二
二
年
）
の
記
事
と
し
て
「
宮
古
山
の
鯖
祖
氏
玄
雅
宝
剣
を
献
上
す
」
と
し
て
記
さ
れ
る
。
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
の
尚
真
王
の
記
事
に
は
「
又
蔵
二
刀
剣
矢
之
属
一
。
以
為
二
護
国
之
具
一
。
時
宮
古
島
。
献
二
宝
剣
一
口
。
名
治
金
丸
。
宝
玉
一
貫
。
名
真
珠
一
」
と
あ
っ
て
、「
護
国
之
具
」
の
代
表
と
し
て
宮
古
島
か
ら
献
上
さ
れ
た
治
金
丸
と
真
珠
が
記
さ
れ
て
い
る
。
治
金
丸
と
真
珠
は
、
尚
真
王
が
全
琉
か
ら
集
め
た
武
力
と
霊
的
力
の
象
徴
だ
と
理
解
さ
れ
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
で
は
、
こ
の
う
ち
の
治
金
丸
を
玄
雅
が
王
府
か
ら
借
り
受
け
、
鬼
虎
を
「
征
罸
」
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
記
事
が
「
附
録
」
に
記
さ
れ
る
「
于
レ
時
、
玄
雅
自
二
田
中
一
躍
出
、
御
剣
治
金
丸
薙
落
二
鬼
虎
右
膝
一
也
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
に
記
さ
れ
る
「
同
人
（
仲
宗
根
豊
見
親
）
八
重
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山
入
の
時
あ
や
く
」
に
も
謡
わ
れ
て
い
る）11
（
。「
附
録
」
に
は
、
鬼
虎
「
征
罸
」
は
「
弘
治
年
間
」（
一
四
八
八
〜
一
五
○
五
年
）
の
「
八
重
山
島
退
治
之
時
」（
一
五
○
○
年
の
赤
蜂
「
征
伐
」）
に
も
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
時
は
「
兵
船
」
が
「
津
口
」
に
入
れ
ず
「
空
帰
帆
」
し
た
と
あ
る
。「
国
王
頌
徳
碑
（
石
門
之
東
之
碑
文
）」
の
年
紀
か
ら
、「
嘉
靖
年
間
」
に
行
わ
れ
た
と
い
う
二
度
目
の
鬼
虎
「
征
罸
」
の
際
に
、
治
金
丸
を
借
り
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
度
目
の
鬼
虎
「
征
罸
」
は
策
を
弄
し
て
「
美
女
四
人
」
を
伴
っ
た
と
あ
る
が
、
二
度
目
の
「
征
罸
」
は
、「
八
重
山
征
伐
」
か
ら
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
二
十
年
余
り
が
経
っ
て
い
る
。
鬼
虎
「
征
罸
」
が
「
嘉
靖
年
間
」
に
行
わ
れ
た
と
記
す
の
は
、
一
五
二
二
年
に
建
て
ら
れ
た
「
国
王
頌
徳
碑
（
石
門
之
東
之
碑
文
）」
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
の
叙
述
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
程
に
治
金
丸
に
よ
る
鬼
虎
「
征
罸
」
に
拘
る
の
は
、
こ
れ
が
忠
導
氏
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
嘉
靖
年
間
」
の
玄
雅
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
は
、
あ
く
ま
で
も
説
話
的
な
記
事
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る）11
（
。
た
だ
し
、
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
は
、
宮
古
島
勢
力
の
八
重
山
進
出
の
延
長
上
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
鬼
虎
「
征
罸
」
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
史
実
と
し
て
宮
古
島
勢
力
の
与
那
国
島
進
出
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
が
記
す
赤
蜂
と
玄
雅
の
「
不
睦
」
に
よ
っ
て
、
赤
蜂
が
宮
古
島
に
攻
め
入
る
と
い
う
の
は
、
宮
古
島
勢
力
が
船
材
や
建
築
材
等
を
も
と
め
て
八
重
山
に
進
出
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
在
地
の
勢
力
と
の
対
立
が
原
因
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
に
は
、
玄
雅
が
送
り
だ
し
た
「
美
女
」
等
が
鬼
虎
に
対
し
て
「
大
人
、
原
宮
古
島
之
人
也
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
鬼
虎
は
宮
古
島
出
身
者
と
伝
え
ら
れ
て
い
31 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
の
省
略
し
た
箇
所
に
、
鬼
虎
は
「
狩
俣
村
」
の
生
ま
れ
で
、
与
那
国
の
人
が
「
商
売
」
を
し
に
狩
俣
村
を
訪
れ
た
際
に
「
形
相
不
二
凡
夫
一
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
米
一
斗
」
で
買
っ
て
き
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宮
古
島
と
与
那
国
島
と
の
繋
が
り
を
窺
わ
せ
る
記
事
で
あ
る
。
八
重
山
の
古
い
史
料
で
あ
る
『
慶
来
慶
田
城
由
来
記
』
に
は
、
仲
宗
根
豊
見
親
等
と
思
わ
れ
る
の
宮
古
島
の
勢
力
（「
彼
ノ
宮
古
と
よ
め
や
」）
が
王
府
の
八
重
山
侵
攻
以
前
か
ら
西
表
島
に
入
っ
て
、
島
民
「
男
女
弐
百
人
余
」
を
使
役
し
て
「
家
材
木
」「
蔵
材
木
」
に
な
る
木
材
を
伐
り
だ
さ
せ
て
い
た
が
、「
宮
古
島
と
よ
め
や
」
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
く
と
、
皆
が
「
大
悦
」
し
て
運
ん
で
い
た
材
木
を
打
ち
捨
て
た
と
い
う
記
事
が
、
地
名
由
来
譚
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る）11
（
。
ま
た
、『
宮
古
嶋
記
事
』
に
あ
る
「
八
重
山
嶋
の
内
平
久
保
村
へ
多
良
間
田
と
有
之
候
由
来
の
事
」
に
は
、
多
良
間
の
住
人
が
八
重
山
の
北
端
の
平
久
保
村
へ
渡
っ
て
「
田
を
耕
し
或
い
は
、
材
木
を
求
め
積
渡
、
嶋
用
為
仕
候
」
と
あ
り
、
そ
れ
故
に
平
久
保
村
に
「
多
良
間
田
」
と
呼
ば
れ
る
田
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
船
材
・
建
築
材
等
が
乏
し
い
〈
低
い
島
〉
で
あ
る
宮
古
島
勢
力
は
、
木
材
が
豊
富
な
〈
高
い
島
〉
で
あ
る
八
重
山
に
進
出
し
て
い
っ
た
。「
四
島
の
主
」
と
い
う
歌
謡
は
、
そ
の
よ
う
な
宮
古
島
と
八
重
山
と
の
関
係
を
謡
っ
た
ウ
タ
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
関
係
の
な
か
で
生
じ
た
宮
古
島
勢
力
と
在
地
の
勢
力
と
の
対
立
を
契
機
と
し
て
、
首
里
王
府
が
そ
こ
に
介
入
す
る
か
た
ち
で
先
島
の
本
格
的
な
支
配
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
が
、
尚
真
王
時
代
に
行
わ
れ
た
「
八
重
山
征
伐
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）1（
（
。
与
那
国
島
も
〈
高
い
島
〉
に
属
す
こ
と
か
ら
、
宮
古
島
勢
力
が
西
表
島
進
出
の
延
長
に
与
那
国
に
進
出
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
仲
宗
根
豊
見
親
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
の
記
事
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
30宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
山
入
の
時
あ
や
く
」
に
も
謡
わ
れ
て
い
る）11
（
。「
附
録
」
に
は
、
鬼
虎
「
征
罸
」
は
「
弘
治
年
間
」（
一
四
八
八
〜
一
五
○
五
年
）
の
「
八
重
山
島
退
治
之
時
」（
一
五
○
○
年
の
赤
蜂
「
征
伐
」）
に
も
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
時
は
「
兵
船
」
が
「
津
口
」
に
入
れ
ず
「
空
帰
帆
」
し
た
と
あ
る
。「
国
王
頌
徳
碑
（
石
門
之
東
之
碑
文
）」
の
年
紀
か
ら
、「
嘉
靖
年
間
」
に
行
わ
れ
た
と
い
う
二
度
目
の
鬼
虎
「
征
罸
」
の
際
に
、
治
金
丸
を
借
り
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
度
目
の
鬼
虎
「
征
罸
」
は
策
を
弄
し
て
「
美
女
四
人
」
を
伴
っ
た
と
あ
る
が
、
二
度
目
の
「
征
罸
」
は
、「
八
重
山
征
伐
」
か
ら
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
二
十
年
余
り
が
経
っ
て
い
る
。
鬼
虎
「
征
罸
」
が
「
嘉
靖
年
間
」
に
行
わ
れ
た
と
記
す
の
は
、
一
五
二
二
年
に
建
て
ら
れ
た
「
国
王
頌
徳
碑
（
石
門
之
東
之
碑
文
）」
と
の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
の
叙
述
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
程
に
治
金
丸
に
よ
る
鬼
虎
「
征
罸
」
に
拘
る
の
は
、
こ
れ
が
忠
導
氏
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
嘉
靖
年
間
」
の
玄
雅
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
は
、
あ
く
ま
で
も
説
話
的
な
記
事
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る）11
（
。
た
だ
し
、
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
は
、
宮
古
島
勢
力
の
八
重
山
進
出
の
延
長
上
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
鬼
虎
「
征
罸
」
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
史
実
と
し
て
宮
古
島
勢
力
の
与
那
国
島
進
出
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
蔡
温
本
『
中
山
世
譜
』
が
記
す
赤
蜂
と
玄
雅
の
「
不
睦
」
に
よ
っ
て
、
赤
蜂
が
宮
古
島
に
攻
め
入
る
と
い
う
の
は
、
宮
古
島
勢
力
が
船
材
や
建
築
材
等
を
も
と
め
て
八
重
山
に
進
出
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
在
地
の
勢
力
と
の
対
立
が
原
因
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
に
は
、
玄
雅
が
送
り
だ
し
た
「
美
女
」
等
が
鬼
虎
に
対
し
て
「
大
人
、
原
宮
古
島
之
人
也
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
鬼
虎
は
宮
古
島
出
身
者
と
伝
え
ら
れ
て
い
31 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
の
省
略
し
た
箇
所
に
、
鬼
虎
は
「
狩
俣
村
」
の
生
ま
れ
で
、
与
那
国
の
人
が
「
商
売
」
を
し
に
狩
俣
村
を
訪
れ
た
際
に
「
形
相
不
二
凡
夫
一
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
米
一
斗
」
で
買
っ
て
き
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宮
古
島
と
与
那
国
島
と
の
繋
が
り
を
窺
わ
せ
る
記
事
で
あ
る
。
八
重
山
の
古
い
史
料
で
あ
る
『
慶
来
慶
田
城
由
来
記
』
に
は
、
仲
宗
根
豊
見
親
等
と
思
わ
れ
る
の
宮
古
島
の
勢
力
（「
彼
ノ
宮
古
と
よ
め
や
」）
が
王
府
の
八
重
山
侵
攻
以
前
か
ら
西
表
島
に
入
っ
て
、
島
民
「
男
女
弐
百
人
余
」
を
使
役
し
て
「
家
材
木
」「
蔵
材
木
」
に
な
る
木
材
を
伐
り
だ
さ
せ
て
い
た
が
、「
宮
古
島
と
よ
め
や
」
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
く
と
、
皆
が
「
大
悦
」
し
て
運
ん
で
い
た
材
木
を
打
ち
捨
て
た
と
い
う
記
事
が
、
地
名
由
来
譚
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る）11
（
。
ま
た
、『
宮
古
嶋
記
事
』
に
あ
る
「
八
重
山
嶋
の
内
平
久
保
村
へ
多
良
間
田
と
有
之
候
由
来
の
事
」
に
は
、
多
良
間
の
住
人
が
八
重
山
の
北
端
の
平
久
保
村
へ
渡
っ
て
「
田
を
耕
し
或
い
は
、
材
木
を
求
め
積
渡
、
嶋
用
為
仕
候
」
と
あ
り
、
そ
れ
故
に
平
久
保
村
に
「
多
良
間
田
」
と
呼
ば
れ
る
田
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
船
材
・
建
築
材
等
が
乏
し
い
〈
低
い
島
〉
で
あ
る
宮
古
島
勢
力
は
、
木
材
が
豊
富
な
〈
高
い
島
〉
で
あ
る
八
重
山
に
進
出
し
て
い
っ
た
。「
四
島
の
主
」
と
い
う
歌
謡
は
、
そ
の
よ
う
な
宮
古
島
と
八
重
山
と
の
関
係
を
謡
っ
た
ウ
タ
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
関
係
の
な
か
で
生
じ
た
宮
古
島
勢
力
と
在
地
の
勢
力
と
の
対
立
を
契
機
と
し
て
、
首
里
王
府
が
そ
こ
に
介
入
す
る
か
た
ち
で
先
島
の
本
格
的
な
支
配
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
が
、
尚
真
王
時
代
に
行
わ
れ
た
「
八
重
山
征
伐
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）1（
（
。
与
那
国
島
も
〈
高
い
島
〉
に
属
す
こ
と
か
ら
、
宮
古
島
勢
力
が
西
表
島
進
出
の
延
長
に
与
那
国
に
進
出
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
仲
宗
根
豊
見
親
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
の
記
事
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
32宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
本
の
「
同
人
（
仲
宗
根
豊
見
親
）
八
重
山
入
の
時
あ
や
く
」
に
も
謡
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
「
金
志
川
金
盛
が
ア
ヤ
ゴ
」
に
も
謡
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
忠
導
氏
家
譜
』
以
外
の
宮
古
士
族
の
家
譜
『
河
充
氏
系
図
家
譜
正
統
』『
土
原
氏
家
譜
正
統
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
史
叙
述
の
問
題
と
し
て
は
、
仲
宗
根
豊
見
親
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
が
史
実
か
ど
う
か
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
正
史
に
記
さ
れ
て
い
な
い
鬼
虎
「
征
罸
」
の
叙
述
が
、
な
ぜ
『
忠
導
氏
家
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
長
男
、
金
盛
と
そ
の
娘
マ
ブ
ナ
リ
の
悲
劇
譚
が
「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
に
よ
っ
て
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
の
「
記
事
」
に
記
さ
れ
、
そ
れ
を
『
球
陽
』
は
そ
の
悲
劇
性
を
削
除
し
て
叙
述
し
直
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
前
述
し
た
。
加
え
て
、『
忠
導
氏
家
譜
』
に
は
、
首
里
王
府
に
よ
る
「
八
重
山
征
伐
」
後
の
忠
導
氏
へ
の
不
本
意
な
処
遇
を
記
す
こ
と
に
な
る
金
盛
親
子
の
悲
劇
譚
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
述
べ
た
が
、
仲
宗
根
豊
見
親
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
の
叙
述
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
忠
導
氏
の
「
八
重
山
征
伐
」
の
輝
か
し
い
歴
史
と
し
て
家
譜
に
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
首
里
王
府
に
よ
る
「
八
重
山
征
伐
」
後
の
忠
導
氏
へ
の
処
置
は
、
過
酷
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
球
陽
』
は
玄
雅
の
次
男
真
列
金
を
八
重
山
島
頭
職
に
就
け
る
が
「
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
」
し
た
と
し
て
解
任
し
帰
島
さ
せ
、
長
男
金
盛
は
父
の
後
を
継
ぎ
宮
古
頭
職
に
就
く
が
、
こ
れ
も
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
と
し
て
そ
れ
を
糺
す
王
府
の
使
者
が
宮
古
島
に
到
着
す
る
前
に
「
病
に
罹
り
、
蚤
亡
（
早
死
）」
し
、「
家
財
を
抄
没
」
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
首
里
王
府
が
先
島
全
体
に
勢
力
を
延
ば
し
て
い
る
忠
導
氏
の
力
を
削
ぐ
措
置
を
講
じ
た
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。『
球
陽
』
が
記
す
忠
導
氏
に
33 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
か
か
わ
る
「
八
重
山
征
伐
」
の
叙
述
は
、
そ
れ
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
球
陽
』
の
叙
述
に
対
し
て
『
忠
導
氏
家
譜
』
の
叙
述
は
、
自
ら
の
家
譜
に
仲
宗
根
家
が
献
じ
た
王
権
の
武
力
の
象
徴
と
も
い
え
る
治
金
丸
の
記
事
を
書
き
加
え
、
さ
ら
に
氏
名
を
「
鯖
祖
氏
」
か
ら
「
忠
導
氏
」
に
替
え
、
首
里
王
府
の
武
力
を
誇
示
し
称
え
首
里
王
府
へ
の
忠
誠
を
示
し
な
が
ら
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
八
重
山
征
伐
」
譚
を
記
し
て
自
ら
の
氏
の
功
績
を
記
し
て
、
氏
族
の
輝
か
し
い
歴
史
叙
述
を
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
不
本
意
な
叙
述
の
正
史
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
雅
等
に
よ
る
鬼
虎
「
征
罸
」
の
叙
述
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
八
重
山
征
伐
」
譚
で
あ
り
、
石
垣
島
か
ら
与
那
国
島
に
舞
台
を
移
し
た
、
い
わ
ば
南
延
し
た
征
服
譚
で
あ
る
。
こ
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
氏
族
の
独
自
の
歴
史
叙
述
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る）11
（
。
「
八
重
山
征
伐
」
に
か
か
わ
る
正
史
『
球
陽
』
と
、
宮
古
島
士
族
の
家
譜
『
忠
導
氏
家
譜
』
と
の
叙
述
の
違
い
は
大
き
い
。
こ
の
違
い
は
、「
八
重
山
征
伐
」
後
の
首
里
王
府
の
先
島
支
配
に
絡
む
忠
導
氏
へ
対
す
る
王
府
の
対
応
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
の
「
記
事
」
の
叙
述
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
の
外
縁
に
あ
る
物
語
と
い
う
一
面
を
持
つ
と
い
え
る
。
ま
た
、『
忠
導
氏
家
譜
』
の
叙
述
は
、
王
府
に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
あ
る
点
で
『
球
陽
』
に
対
抗
し
た
叙
述
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
琉
球
に
お
け
る
地
方
士
族
の
歴
史
叙
述
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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本
の
「
同
人
（
仲
宗
根
豊
見
親
）
八
重
山
入
の
時
あ
や
く
」
に
も
謡
わ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
「
金
志
川
金
盛
が
ア
ヤ
ゴ
」
に
も
謡
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
忠
導
氏
家
譜
』
以
外
の
宮
古
士
族
の
家
譜
『
河
充
氏
系
図
家
譜
正
統
』『
土
原
氏
家
譜
正
統
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
史
叙
述
の
問
題
と
し
て
は
、
仲
宗
根
豊
見
親
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
が
史
実
か
ど
う
か
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
正
史
に
記
さ
れ
て
い
な
い
鬼
虎
「
征
罸
」
の
叙
述
が
、
な
ぜ
『
忠
導
氏
家
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
長
男
、
金
盛
と
そ
の
娘
マ
ブ
ナ
リ
の
悲
劇
譚
が
「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
に
よ
っ
て
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
の
「
記
事
」
に
記
さ
れ
、
そ
れ
を
『
球
陽
』
は
そ
の
悲
劇
性
を
削
除
し
て
叙
述
し
直
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
前
述
し
た
。
加
え
て
、『
忠
導
氏
家
譜
』
に
は
、
首
里
王
府
に
よ
る
「
八
重
山
征
伐
」
後
の
忠
導
氏
へ
の
不
本
意
な
処
遇
を
記
す
こ
と
に
な
る
金
盛
親
子
の
悲
劇
譚
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
述
べ
た
が
、
仲
宗
根
豊
見
親
等
の
鬼
虎
「
征
罸
」
の
叙
述
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
忠
導
氏
の
「
八
重
山
征
伐
」
の
輝
か
し
い
歴
史
と
し
て
家
譜
に
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
首
里
王
府
に
よ
る
「
八
重
山
征
伐
」
後
の
忠
導
氏
へ
の
処
置
は
、
過
酷
で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
球
陽
』
は
玄
雅
の
次
男
真
列
金
を
八
重
山
島
頭
職
に
就
け
る
が
「
矜
驕
自
恣
に
し
て
人
民
を
暴
虐
」
し
た
と
し
て
解
任
し
帰
島
さ
せ
、
長
男
金
盛
は
父
の
後
を
継
ぎ
宮
古
頭
職
に
就
く
が
、
こ
れ
も
「
法
を
犯
し
典
を
壊
つ
」
と
し
て
そ
れ
を
糺
す
王
府
の
使
者
が
宮
古
島
に
到
着
す
る
前
に
「
病
に
罹
り
、
蚤
亡
（
早
死
）」
し
、「
家
財
を
抄
没
」
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
首
里
王
府
が
先
島
全
体
に
勢
力
を
延
ば
し
て
い
る
忠
導
氏
の
力
を
削
ぐ
措
置
を
講
じ
た
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。『
球
陽
』
が
記
す
忠
導
氏
に
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か
か
わ
る
「
八
重
山
征
伐
」
の
叙
述
は
、
そ
れ
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
球
陽
』
の
叙
述
に
対
し
て
『
忠
導
氏
家
譜
』
の
叙
述
は
、
自
ら
の
家
譜
に
仲
宗
根
家
が
献
じ
た
王
権
の
武
力
の
象
徴
と
も
い
え
る
治
金
丸
の
記
事
を
書
き
加
え
、
さ
ら
に
氏
名
を
「
鯖
祖
氏
」
か
ら
「
忠
導
氏
」
に
替
え
、
首
里
王
府
の
武
力
を
誇
示
し
称
え
首
里
王
府
へ
の
忠
誠
を
示
し
な
が
ら
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
八
重
山
征
伐
」
譚
を
記
し
て
自
ら
の
氏
の
功
績
を
記
し
て
、
氏
族
の
輝
か
し
い
歴
史
叙
述
を
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
不
本
意
な
叙
述
の
正
史
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
雅
等
に
よ
る
鬼
虎
「
征
罸
」
の
叙
述
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
八
重
山
征
伐
」
譚
で
あ
り
、
石
垣
島
か
ら
与
那
国
島
に
舞
台
を
移
し
た
、
い
わ
ば
南
延
し
た
征
服
譚
で
あ
る
。
こ
の
叙
述
に
よ
っ
て
、
氏
族
の
独
自
の
歴
史
叙
述
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る）11
（
。
「
八
重
山
征
伐
」
に
か
か
わ
る
正
史
『
球
陽
』
と
、
宮
古
島
士
族
の
家
譜
『
忠
導
氏
家
譜
』
と
の
叙
述
の
違
い
は
大
き
い
。
こ
の
違
い
は
、「
八
重
山
征
伐
」
後
の
首
里
王
府
の
先
島
支
配
に
絡
む
忠
導
氏
へ
対
す
る
王
府
の
対
応
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
の
「
記
事
」
の
叙
述
は
、『
忠
導
氏
家
譜
』
の
外
縁
に
あ
る
物
語
と
い
う
一
面
を
持
つ
と
い
え
る
。
ま
た
、『
忠
導
氏
家
譜
』
の
叙
述
は
、
王
府
に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
あ
る
点
で
『
球
陽
』
に
対
抗
し
た
叙
述
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
琉
球
に
お
け
る
地
方
士
族
の
歴
史
叙
述
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
34宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
【
注
】
（
１
）
拙
論
「『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
（
一
七
二
七
）
に
記
さ
れ
た
ア
ヤ
グ
―
「
地
方
旧
記
」
の
歌
謡
世
界
―
」（
拙
著
『
琉
球
文
学
の
歴
史
叙
述
』
勉
誠
社
、
二
○
一
五
年
）
所
収
。
（
２
）
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
は
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
『
蔡
鐸
本
中
山
世
譜
』（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
り
、
適
宜
、
訓
点
を
施
し
た
。
蔡
温
本
は
、
横
山
重
『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
四
巻
（
東
京
美
術
、
一
九
七
二
年
）
に
よ
る
。
（
３
）
球
陽
研
究
会
『
球
陽
　
読
み
下
し
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）。
（
４
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
『
氏
集
　
首
里
那
覇
』（
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
、
二
○
○
八
年
）。
（
５
）
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史
　
家
譜
資
料
二
（
久
米
村
系
）』
第
一
巻
六
（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
○
年
）。
（
６
）
島
尻
克
美
「
宮
古
系
家
譜
に
つ
い
て
」、
崎
山
直
「
八
重
山
系
家
譜
に
つ
い
て
」（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
『
沖
縄
の
家
譜
　
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
Ⅵ
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
）
所
収
。
（
７
）
本
文
に
記
し
た
よ
う
に
両
先
島
の
士
族
の
家
譜
は
、『
球
陽
』
等
の
記
事
か
ら
一
七
二
九
年
に
は
仕
立
て
ら
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
古
島
の
旧
家
で
あ
る
忠
導
氏
の
家
譜
も
そ
の
時
期
に
仕
立
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
家
譜
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
伝
わ
る
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
は
、「
狩
俣
親
雲
上
玄
賢
」
に
よ
る
「
乾
隆
二
十
二
年
」（
一
七
五
七
）
の
年
紀
が
記
さ
れ
た
家
譜
で
あ
る
。
（
８
）『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』（
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
平
良
市
役
所
、
一
九
八
一
年
）
所
収
。
適
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宜
、
訓
点
を
施
し
た
。
（
９
）
注
８
の
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
所
収
の
『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
。
以
下
、
適
宜
、
句
点
を
施
し
て
引
用
す
る
。
（
10
）
注
８
の
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
所
収
の
『
宮
古
嶋
記
事
仕
次
』。
以
下
、
適
宜
、
句
点
を
施
し
て
引
用
す
る
。
（
11
）
鯖
（
鱶
）
に
助
け
ら
れ
た
伝
承
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
比
嘉
実
「
祟
り
な
す
も
の
の
南
島
的
形
象
―
鱶
伝
説
に
み
る
南
島
の
思
想
―
」（『
古
琉
球
の
世
界
』
三
一
書
房
、
一
九
八
二
年
所
収
）、
池
宮
正
治
「
漂
流
と
大
魚
の
救
助
説
話
―
『
球
陽
』
を
中
心
に
―
」（『
琉
球
史
文
化
論
』
笠
間
書
院
、
二
○
一
五
年
所
収
）、
山
下
欣
一
「
フ
カ
に
助
け
ら
れ
た
男
の
話
」
―
予
察
と
し
て
民
間
説
話
と
現
実
の
視
点
か
ら
―
」（『
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
』
第
二
号
、
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
会
、
二
○
○
二
年
）
等
が
あ
る
。
な
お
、
仲
宗
根
家
に
お
い
て
は
「
か
は
に
や
」
は
外
戚
で
は
あ
る
が
始
祖
的
な
存
在
で
あ
り
、
玄
雅
は
中
興
の
祖
と
い
え
る
存
在
で
あ
る
。
家
譜
叙
述
に
お
い
て
、
始
祖
と
中
興
の
祖
に
同
じ
話
（
神
話
）
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
第
一
尚
氏
を
始
祖
と
戴
く
氏
の
末
裔
の
物
語
で
あ
る
『
佐
銘
川
大
主
由
来
記
』
で
も
同
様
で
あ
る
。『
佐
銘
川
大
主
由
来
記
』
で
は
、
始
祖
佐
銘
川
大
主
と
中
興
の
祖
「
屋
比
久
大
や
く
も
い
」
が
、
と
も
に
神
授
の
農
業
技
術
の
恩
恵
と
伝
授
に
与
る
人
物
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
（
拙
論
「『
佐
銘
川
大
主
由
来
記
』
論
―
第
一
尚
氏
を
始
祖
に
戴
く
氏
の
物
語
―
」、
注
１
の
拙
著
に
所
収
）。
（
12
）
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
『
石
垣
市
史
叢
書
13
　
八
重
山
島
年
来
記
』（
石
垣
市
、
一
九
九
九
年
）。
（
13
）
注
８
の
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
所
収
の
『
御
嶽
由
来
記
』。
以
下
、
適
宜
、
句
点
を
施
し
て
引
用
す
る
。
（
14
）
注
８
の
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
所
収
の
『
宮
古
嶋
記
事
』。
適
宜
、
句
読
点
を
施
し
た
。 
（
15
）
共
著
「
琉
球
文
学
」
資
料
注
釈
４
『
浮
縄
雅
文
集
』
上
」（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
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【
注
】
（
１
）
拙
論
「『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
（
一
七
二
七
）
に
記
さ
れ
た
ア
ヤ
グ
―
「
地
方
旧
記
」
の
歌
謡
世
界
―
」（
拙
著
『
琉
球
文
学
の
歴
史
叙
述
』
勉
誠
社
、
二
○
一
五
年
）
所
収
。
（
２
）
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
は
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
『
蔡
鐸
本
中
山
世
譜
』（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
り
、
適
宜
、
訓
点
を
施
し
た
。
蔡
温
本
は
、
横
山
重
『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
四
巻
（
東
京
美
術
、
一
九
七
二
年
）
に
よ
る
。
（
３
）
球
陽
研
究
会
『
球
陽
　
読
み
下
し
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）。
（
４
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
『
氏
集
　
首
里
那
覇
』（
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
博
物
館
、
二
○
○
八
年
）。
（
５
）
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史
　
家
譜
資
料
二
（
久
米
村
系
）』
第
一
巻
六
（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
○
年
）。
（
６
）
島
尻
克
美
「
宮
古
系
家
譜
に
つ
い
て
」、
崎
山
直
「
八
重
山
系
家
譜
に
つ
い
て
」（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
『
沖
縄
の
家
譜
　
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
Ⅵ
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
）
所
収
。
（
７
）
本
文
に
記
し
た
よ
う
に
両
先
島
の
士
族
の
家
譜
は
、『
球
陽
』
等
の
記
事
か
ら
一
七
二
九
年
に
は
仕
立
て
ら
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
古
島
の
旧
家
で
あ
る
忠
導
氏
の
家
譜
も
そ
の
時
期
に
仕
立
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
家
譜
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
伝
わ
る
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
は
、「
狩
俣
親
雲
上
玄
賢
」
に
よ
る
「
乾
隆
二
十
二
年
」（
一
七
五
七
）
の
年
紀
が
記
さ
れ
た
家
譜
で
あ
る
。
（
８
）『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』（
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
平
良
市
役
所
、
一
九
八
一
年
）
所
収
。
適
35 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
宜
、
訓
点
を
施
し
た
。
（
９
）
注
８
の
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
所
収
の
『
宮
古
島
旧
記
』
雍
正
五
年
本
。
以
下
、
適
宜
、
句
点
を
施
し
て
引
用
す
る
。
（
10
）
注
８
の
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
所
収
の
『
宮
古
嶋
記
事
仕
次
』。
以
下
、
適
宜
、
句
点
を
施
し
て
引
用
す
る
。
（
11
）
鯖
（
鱶
）
に
助
け
ら
れ
た
伝
承
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
比
嘉
実
「
祟
り
な
す
も
の
の
南
島
的
形
象
―
鱶
伝
説
に
み
る
南
島
の
思
想
―
」（『
古
琉
球
の
世
界
』
三
一
書
房
、
一
九
八
二
年
所
収
）、
池
宮
正
治
「
漂
流
と
大
魚
の
救
助
説
話
―
『
球
陽
』
を
中
心
に
―
」（『
琉
球
史
文
化
論
』
笠
間
書
院
、
二
○
一
五
年
所
収
）、
山
下
欣
一
「
フ
カ
に
助
け
ら
れ
た
男
の
話
」
―
予
察
と
し
て
民
間
説
話
と
現
実
の
視
点
か
ら
―
」（『
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
』
第
二
号
、
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
会
、
二
○
○
二
年
）
等
が
あ
る
。
な
お
、
仲
宗
根
家
に
お
い
て
は
「
か
は
に
や
」
は
外
戚
で
は
あ
る
が
始
祖
的
な
存
在
で
あ
り
、
玄
雅
は
中
興
の
祖
と
い
え
る
存
在
で
あ
る
。
家
譜
叙
述
に
お
い
て
、
始
祖
と
中
興
の
祖
に
同
じ
話
（
神
話
）
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
第
一
尚
氏
を
始
祖
と
戴
く
氏
の
末
裔
の
物
語
で
あ
る
『
佐
銘
川
大
主
由
来
記
』
で
も
同
様
で
あ
る
。『
佐
銘
川
大
主
由
来
記
』
で
は
、
始
祖
佐
銘
川
大
主
と
中
興
の
祖
「
屋
比
久
大
や
く
も
い
」
が
、
と
も
に
神
授
の
農
業
技
術
の
恩
恵
と
伝
授
に
与
る
人
物
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
（
拙
論
「『
佐
銘
川
大
主
由
来
記
』
論
―
第
一
尚
氏
を
始
祖
に
戴
く
氏
の
物
語
―
」、
注
１
の
拙
著
に
所
収
）。
（
12
）
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
『
石
垣
市
史
叢
書
13
　
八
重
山
島
年
来
記
』（
石
垣
市
、
一
九
九
九
年
）。
（
13
）
注
８
の
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
所
収
の
『
御
嶽
由
来
記
』。
以
下
、
適
宜
、
句
点
を
施
し
て
引
用
す
る
。
（
14
）
注
８
の
『
平
良
市
史
　
前
近
代
』
所
収
の
『
宮
古
嶋
記
事
』。
適
宜
、
句
読
点
を
施
し
た
。 
（
15
）
共
著
「
琉
球
文
学
」
資
料
注
釈
４
『
浮
縄
雅
文
集
』
上
」（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
36宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
所
、
第
五
十
五
号
、
二
○
一
八
年
）
の
「
十
」（
担
当
、
島
村
）
参
照
。
（
16
）『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
で
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
「
中
屋
勢
頭
と
い
ふ
佞
人
」
が
、
仲
宗
根
豊
見
親
を
よ
く
助
け
た
金
志
川
豊
見
親
が
金
盛
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
と
讒
言
し
て
、
そ
れ
を
信
じ
た
金
盛
が
計
略
を
立
て
て
金
志
川
豊
見
親
を
殺
害
し
た
と
記
し
て
い
る
。
（
17
）「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
と
い
う
人
物
は
、「
任
友
利
首
里
大
屋
子
博
学
に
し
て
好
古
長
者
」
と
あ
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
に
よ
っ
て
、「
友
利
首
里
大
屋
子
」
に
就
い
た
人
物
を
み
る
と
「
十
世
玄
賢
狩
俣
親
雲
上
」
が
い
る
が
、
玄
賢
が
「
友
利
首
里
大
屋
子
」
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
乾
隆
二
十
二
年
（
一
七
五
七
）
で
あ
り
、『
宮
古
島
記
事
仕
次
』（
一
七
四
八
年
）
が
記
す
年
紀
と
は
合
わ
な
い
。
た
だ
し
、
興
味
深
い
こ
と
は
、「
乾
隆
二
十
二
年
丁
丑
十
月
吉
日
」
と
い
う
年
紀
が
入
る
『
忠
導
氏
家
譜
』
の
序
文
は
、
玄
賢
が
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
致
は
、
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
は
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
に
な
っ
た
「
記
事
」
と
忠
導
氏
の
家
譜
が
同
じ
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
本
稿
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
家
譜
と
そ
の
外
縁
に
あ
る
物
語
と
い
う
構
図
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
な
お
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
玄
賢
は
康
煕
三
十
七
年
（
一
六
九
八
）
に
生
ま
れ
、
乾
隆
三
十
九
年
（
一
七
七
九
）
に
卒
し
た
人
物
で
あ
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
や
『〔
忠
導
氏
正
統
〕
勤
書
』
に
は
、
他
に
「
友
利
首
里
大
屋
子
」
に
就
い
た
人
物
は
み
あ
た
ら
な
い
。
（
18
）
山
下
欣
一
『
南
島
民
間
神
話
の
研
究
』（
第
一
書
房
、
二
○
○
三
年
）
所
収
。
（
19
）
渡
名
喜
村
教
育
委
員
会
『
と
な
き
の
民
話
』（
渡
名
喜
村
教
育
委
員
会
、
一
九
九
○
年
）。
（
20
）
沖
縄
民
話
の
会
『
い
し
か
わ
の
民
話
　
下
巻
・
伝
説
編
』（
石
川
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）。
37 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
（
21
） 「
比
嘉
安
次
さ
ん
が
語
る
昔
話
・
伝
説
」（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
小
湾
字
誌
調
査
委
員
会
『
小
湾
字
誌
―
沖
縄
戦
・
米
占
領
下
で
失
わ
れ
た
集
落
の
復
元
―
』
浦
添
市
小
湾
字
誌
編
集
委
員
会
、
一
九
九
五
年
）。
（
22
）
嘉
手
納
宗
徳
『
球
陽
外
巻
　
遺
老
説
伝
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）。
（
23
）
西
原
町
史
編
纂
委
員
会
『
西
原
町
史
　
別
冊
　
西
原
の
民
話
』（
西
原
町
役
場
、
一
九
九
一
年
）。
（
24
）『
那
覇
由
来
記
』
に
も
「
き
ん
は
い
崎
の
事
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
き
ん
ハ
い
崎
と
申
は
渡
地
の
む
か
ひ
垣
花
の
地
に
あ
り
、
然
に
き
ん
は
い
か
崎
と
云
事
久
米
島
に
君
南
風
と
て
女
官
有
、
我
朝
に
来
り
死
し
け
れ
ハ
爰
に
葬
け
り
、
故
に
斯
言
と
そ
」（『
那
覇
市
史
　
資
料
篇
　
近
世
資
料
補
遺
・
雑
纂
』
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
、
二
○
○
四
年
）
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
君
南
風
の
死
が
「
溺
死
」
で
あ
り
、
渡
海
の
途
次
で
の
悲
劇
譚
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
関
連
す
る
伝
承
か
ど
う
か
は
知
れ
な
い
が
、『
座
間
味
村
　
ふ
る
さ
と
昔
の
話
』（
座
間
味
村
教
育
委
員
会
、
二
○
一
三
年
）
に
は
「
君
南
風
の
た
た
り
」
と
題
す
る
伝
承
が
五
話
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
君
南
風
が
首
里
に
上
る
途
中
で
難
破
し
て
し
ま
い
、
君
南
風
だ
け
は
漁
師
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
が
、
君
南
風
の
所
持
品
が
高
価
な
物
で
あ
っ
た
た
め
に
漁
師
に
奪
わ
れ
殺
さ
れ
る
、
と
い
う
ノ
ロ
の
悲
劇
譚
で
あ
る
。
（
25
）『
御
嶽
由
来
記
』
に
記
さ
れ
る
「
大
安
母
の
次
第
」
に
は
、
こ
の
ほ
か
第
五
代
目
「
に
き
や
ち
よ
も
い
」（
第
二
目
代
と
同
じ
名
）
も
「
嘉
靖
年
間
頃
為
御
目
見
お
き
な
か
那
し
罷
登
帰
帆
の
砌
於
海
中
ニ
波
風
猛
敷
罷
成
」
状
態
に
な
っ
た
が
、「
女
神
現
来
宮
古
漲
水
御
嶽
ニ
立
願
可
仕
由
大
安
母
よ
り
御
告
」
が
あ
り
、
船
中
の
者
が
祈
る
と
風
波
も
静
か
に
な
り
唐
国
に
漂
着
し
、
三
年
の
滞
在
の
後
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
、
再
び
上
国
し
て
勤
め
を
果
た
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
九
代
目
に
あ
36宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
所
、
第
五
十
五
号
、
二
○
一
八
年
）
の
「
十
」（
担
当
、
島
村
）
参
照
。
（
16
）『
宮
古
島
記
事
仕
次
』
で
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
「
中
屋
勢
頭
と
い
ふ
佞
人
」
が
、
仲
宗
根
豊
見
親
を
よ
く
助
け
た
金
志
川
豊
見
親
が
金
盛
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
と
讒
言
し
て
、
そ
れ
を
信
じ
た
金
盛
が
計
略
を
立
て
て
金
志
川
豊
見
親
を
殺
害
し
た
と
記
し
て
い
る
。
（
17
）「
忠
導
氏
お
や
け
屋
の
大
主
」
と
い
う
人
物
は
、「
任
友
利
首
里
大
屋
子
博
学
に
し
て
好
古
長
者
」
と
あ
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
に
よ
っ
て
、「
友
利
首
里
大
屋
子
」
に
就
い
た
人
物
を
み
る
と
「
十
世
玄
賢
狩
俣
親
雲
上
」
が
い
る
が
、
玄
賢
が
「
友
利
首
里
大
屋
子
」
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
乾
隆
二
十
二
年
（
一
七
五
七
）
で
あ
り
、『
宮
古
島
記
事
仕
次
』（
一
七
四
八
年
）
が
記
す
年
紀
と
は
合
わ
な
い
。
た
だ
し
、
興
味
深
い
こ
と
は
、「
乾
隆
二
十
二
年
丁
丑
十
月
吉
日
」
と
い
う
年
紀
が
入
る
『
忠
導
氏
家
譜
』
の
序
文
は
、
玄
賢
が
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
致
は
、
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
は
、『
宮
古
島
記
事
（
乾
隆
旧
記
）』
の
元
に
な
っ
た
「
記
事
」
と
忠
導
氏
の
家
譜
が
同
じ
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
本
稿
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
家
譜
と
そ
の
外
縁
に
あ
る
物
語
と
い
う
構
図
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
な
お
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
玄
賢
は
康
煕
三
十
七
年
（
一
六
九
八
）
に
生
ま
れ
、
乾
隆
三
十
九
年
（
一
七
七
九
）
に
卒
し
た
人
物
で
あ
る
。『
忠
導
氏
家
譜
』
や
『〔
忠
導
氏
正
統
〕
勤
書
』
に
は
、
他
に
「
友
利
首
里
大
屋
子
」
に
就
い
た
人
物
は
み
あ
た
ら
な
い
。
（
18
）
山
下
欣
一
『
南
島
民
間
神
話
の
研
究
』（
第
一
書
房
、
二
○
○
三
年
）
所
収
。
（
19
）
渡
名
喜
村
教
育
委
員
会
『
と
な
き
の
民
話
』（
渡
名
喜
村
教
育
委
員
会
、
一
九
九
○
年
）。
（
20
）
沖
縄
民
話
の
会
『
い
し
か
わ
の
民
話
　
下
巻
・
伝
説
編
』（
石
川
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）。
37 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
（
21
） 「
比
嘉
安
次
さ
ん
が
語
る
昔
話
・
伝
説
」（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
小
湾
字
誌
調
査
委
員
会
『
小
湾
字
誌
―
沖
縄
戦
・
米
占
領
下
で
失
わ
れ
た
集
落
の
復
元
―
』
浦
添
市
小
湾
字
誌
編
集
委
員
会
、
一
九
九
五
年
）。
（
22
）
嘉
手
納
宗
徳
『
球
陽
外
巻
　
遺
老
説
伝
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）。
（
23
）
西
原
町
史
編
纂
委
員
会
『
西
原
町
史
　
別
冊
　
西
原
の
民
話
』（
西
原
町
役
場
、
一
九
九
一
年
）。
（
24
）『
那
覇
由
来
記
』
に
も
「
き
ん
は
い
崎
の
事
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
き
ん
ハ
い
崎
と
申
は
渡
地
の
む
か
ひ
垣
花
の
地
に
あ
り
、
然
に
き
ん
は
い
か
崎
と
云
事
久
米
島
に
君
南
風
と
て
女
官
有
、
我
朝
に
来
り
死
し
け
れ
ハ
爰
に
葬
け
り
、
故
に
斯
言
と
そ
」（『
那
覇
市
史
　
資
料
篇
　
近
世
資
料
補
遺
・
雑
纂
』
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
、
二
○
○
四
年
）
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
君
南
風
の
死
が
「
溺
死
」
で
あ
り
、
渡
海
の
途
次
で
の
悲
劇
譚
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
関
連
す
る
伝
承
か
ど
う
か
は
知
れ
な
い
が
、『
座
間
味
村
　
ふ
る
さ
と
昔
の
話
』（
座
間
味
村
教
育
委
員
会
、
二
○
一
三
年
）
に
は
「
君
南
風
の
た
た
り
」
と
題
す
る
伝
承
が
五
話
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
君
南
風
が
首
里
に
上
る
途
中
で
難
破
し
て
し
ま
い
、
君
南
風
だ
け
は
漁
師
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
が
、
君
南
風
の
所
持
品
が
高
価
な
物
で
あ
っ
た
た
め
に
漁
師
に
奪
わ
れ
殺
さ
れ
る
、
と
い
う
ノ
ロ
の
悲
劇
譚
で
あ
る
。
（
25
）『
御
嶽
由
来
記
』
に
記
さ
れ
る
「
大
安
母
の
次
第
」
に
は
、
こ
の
ほ
か
第
五
代
目
「
に
き
や
ち
よ
も
い
」（
第
二
目
代
と
同
じ
名
）
も
「
嘉
靖
年
間
頃
為
御
目
見
お
き
な
か
那
し
罷
登
帰
帆
の
砌
於
海
中
ニ
波
風
猛
敷
罷
成
」
状
態
に
な
っ
た
が
、「
女
神
現
来
宮
古
漲
水
御
嶽
ニ
立
願
可
仕
由
大
安
母
よ
り
御
告
」
が
あ
り
、
船
中
の
者
が
祈
る
と
風
波
も
静
か
に
な
り
唐
国
に
漂
着
し
、
三
年
の
滞
在
の
後
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
、
再
び
上
国
し
て
勤
め
を
果
た
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
九
代
目
に
あ
38宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
た
る
「
か
那
し
ま
ら
」
も
「
順
治
十
一
年
甲
午
（
一
六
五
四
）」
に
首
里
へ
の
上
国
の
帰
り
に
「
難
風
」
に
逢
っ
て
唐
国
に
漂
着
し
て
死
亡
し
た
と
い
う
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
26
）『
忠
導
氏
家
譜
』
で
は
、「
仁
娥
姐
盛
」
の
「
姉
」
が
「
真
保
那
利
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
マ
ブ
ナ
リ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
こ
の
人
物
は
「
白
川
氏
恵
山
下
里
与
人
室
」
だ
と
あ
り
大
阿
母
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
マ
ブ
ナ
リ
の
モ
デ
ル
は
「
仁
娥
姐
盛
」
が
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
宮
古
嶋
記
事
仕
次
』
で
は
、「
中
屋
金
盛
豊
見
親
讒
を
信
し
て
仁
人
を
害
し
事
」「
中
屋
真
保
那
瑠
宮
女
に
な
り
て
始
末
の
事
」
が
記
さ
れ
て
、
金
盛
マ
ブ
ナ
リ
親
子
の
悲
劇
が
大
き
く
拡
大
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
和
文
に
造
詣
が
あ
る
明
有
文
長
良
（
伊
是
名
筑
登
之
親
雲
上
）
に
よ
っ
て
親
子
の
悲
劇
が
和
文
学
の
文
脈
に
載
っ
て
増
幅
し
て
い
る
。『
宮
古
嶋
記
事
仕
次
』
は
、
氏
族
の
伝
承
的
な
記
事
を
素
材
に
し
て
創
出
さ
れ
た
琉
球
の
和
文
学
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
資
料
で
あ
る
。
（
27
）
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
『
金
石
文
』（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）。
（
28
）
注
１
の
拙
論
。
（
29
）『
忠
導
氏
家
譜
』
に
は
、
玄
雅
は
「
天
順
年
間
」（
一
四
五
七
〜
一
四
六
四
年
）
に
生
ま
れ
、「
嘉
靖
年
間
」
に
卒
し
た
と
あ
る
。
最
小
限
に
見
積
も
っ
て
、
玄
雅
が
「
天
順
年
間
」
の
最
後
年
（
一
四
六
四
年
）
に
生
ま
れ
た
と
仮
定
し
、
鬼
虎
「
征
罸
」
が
「
嘉
靖
年
間
」
の
最
初
の
年
（
一
五
二
二
年
）
に
行
わ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
の
時
の
玄
雅
の
年
齢
は
五
十
八
歳
で
あ
る
。
し
か
も
、「
征
罸
」
が
一
五
二
二
年
に
行
わ
れ
た
と
す
る
と
、
治
金
丸
と
真
珠
の
献
上
を
し
た
年
に
、
ま
た
治
金
丸
を
借
り
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
考
慮
し
て
、「
征
罸
」
が
一
五
二
二
年
か
ら
数
年
後
の
出
来
事
と
す
れ
ば
、
玄
雅
の
鬼
虎
の
39 宮古島の士族「忠導氏仲宗根家」の家譜叙述
「
征
罸
」
時
の
年
齢
は
、
六
十
歳
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
嘉
靖
年
間
」
に
あ
っ
た
と
い
う
玄
雅
の
鬼
虎
「
征
罸
」
の
記
事
は
、
説
話
的
な
叙
述
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
（
30
）
石
垣
市
役
所
総
務
部
市
史
編
纂
室
『
石
垣
市
史
叢
書
Ⅰ
　
慶
来
慶
田
城
由
来
記
・
富
川
親
方
八
重
山
島
諸
締
帳
』（
石
垣
市
役
所
、
一
九
九
一
年
）。
（
31
）
拙
論
「
南
島
歌
謡
に
み
る
交
易
―
宮
古
島
と
八
重
山
を
中
心
に
―
」（『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
琉
球
文
学
』
笠
間
書
院
、
二
○
一
○
年
所
収
）。
な
お
、
八
重
山
方
言
で
は
〈
高
い
島
〉
を
「
タ
ン
グ
ン
ジ
ゥ
マ
　
山
、
川
、
田
ん
ぼ
の
あ
る
島
。
古
成
層
、
第
三
期
層
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
島
」、〈
低
い
島
〉
を
「
ヌ
ン
グ
ン
ジ
ゥ
マ
　
山
、
川
、
田
ん
ぼ
な
ど
の
な
い
島
。
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
」（
宮
城
信
勇
『
石
垣
方
言
辞
典
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二
○
○
三
年
）
と
い
う
。
（
32
）
南
延
し
た
征
服
譚
に
つ
い
て
は
、
薩
摩
の
国
学
者
、
白
尾
国
柱
が
記
し
た
書
に
『
倭
文
麻
環
』
が
あ
り
、
こ
れ
に
琉
球
に
か
か
わ
る
話
が
二
つ
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
八
重
山
長
人
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
赤
蜂
「
征
伐
」
に
重
ね
て
、
南
蛮
船
来
着
に
対
応
し
て
鹿
児
島
の
役
人
が
八
重
山
に
常
駐
し
た
「
大
和
在
番
」
設
置
を
記
し
た
記
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
島
津
側
の
歴
史
叙
述
か
ら
す
れ
ば
、
一
六
○
九
年
の
薩
摩
に
よ
る
首
里
城
落
城
を
目
指
し
た
武
力
侵
略
（
島
津
侵
入
）
を
、「
八
重
山
長
人
」
征
伐
の
か
た
ち
で
八
重
山
ま
で
に
南
延
し
た
「
征
伐
」
譚
を
記
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
倭しず
文の
麻おだ
環まき
』
に
記
さ
れ
た
二
つ
の
「
琉
球
」
記
事
」（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
　
別
冊
』
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
○
一
九
年
）
で
論
じ
た
。
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